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ポイント 

◆ 2006 年から 2008 年にかけて、人口 1,000 人当たり医療施設従事医師

数が増加した二次医療圏は 69.8％であり、医師数が増加した二次医療

圏が 60.1％、医師数は増えなかったが人口が減少した二次医療圏が

9.8％であった。 

◆ 人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数の二次医療圏間格差は、2006

年の 16.0 倍から、2008 年には 16.4 倍に拡大した。無医町村も 2006 年

の 23 町村から、2008 年には 26 町村に拡大した。 

◆ 診療科別に見ると、1 つの病院で大きな増減があったと推察されると

ころが多々あった。さらにその要因をさぐっていくと、医師の引き揚げ、

診療科の休止だけでなく、診療報酬の不正請求やいわゆる「たらい回し」

など事件性のあるケースもあり、経営形態が変更された際に医師が異動

するケースもあった。 

◆ このような病院固有の事情は中央（国レベル）では把握できない。偏

在解消のためには、地域の事情に目が届く都道府県に財政的余裕を持た

せることも必要である。 

◆ 医師が数十人規模で存在する二次医療圏にあっても、集団離職（集団

引き揚げもあると推察される）が少なくない。根源的な要因は医療費が

少ないためと考えられる。診療報酬の引き上げ、医師および医療関係職

種の養成のための財源、教育を担う医療機関への政策的支援等、すべて

で底上げを図らなければならない。 
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1. 分析の目的と方法 
 

1.1. 医師不足の背景 
 

日本の人口 1,000 人当たり医師数は 2006 年当時 2.1 人であり、OECD加盟 30

か国中 27 位の少なさであった1。日本では 1980 年代前半以降、医師養成数が抑

制されてきたうえ、厚生労働省が最近まで医師は不足しているのではなく、偏

在しているとの見解を示してきたためである2。 

2004 年、新医師臨床研修制度が導入され、初期研修医が大学病院以外の病院

を選択するケースが多くなった。このため、地域的に医師の偏在が起きると同

時に、大学医学部（医局）が地域に派遣していた医師を引き揚げたため、医師

不足が顕在化した。 

またこの頃から勤務医の過重労働もいっそう深刻になった。その理由は複合的

であるが、たとえば、長年の医師養成数の抑制の結果、若手医師の少ない年齢

構成になり、医師総数は増えていても現場の労働力が減少した。また、女性医

師の割合も増加しているが、女性医師の就労環境の整備が遅れているため、貴

重な戦力を活用できていない。医療安全意識や患者の権利意識の高まりなども、

勤務医の過重労働を激化させた。 

こうした医師不足の現実を踏まえ、2009 年の医師養成数は過去最大を上回る

8,486 人になり、2010 年にはさらに増加して 8,846 人になる予定である3。 

 

 

 

                                            
1 OECD Health Data 2009 より。オーストラリア、デンマーク、フィンランド、ギリシャ、日本、スウェ

ーデンは 2006 年、スロバキアは 2004 年、その他は 2007 年のデータ。 
2 厚生労働省『医師の需給に関する検討会報告書』（2006 年）に「現状をまとめると、病院、診療所とも、

医師数は一貫して増加しており、また、地域でみても全ての地域で増加している。ただし、地域間の格差

は必ずしも減少の方向には向かっていない」とあるように、医師不足よりも偏在が問題であるとされてい

た。 
3 文部科学省「平成 22 年度医学部入学定員の増員計画について」2009 年 12 月 
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/21/12/attach/1287640.htm 
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1.2. 分析の目的 
 

2 年ごとに実施されている厚生労働省の「医師・歯科医師・薬剤師調査」によ

ると、医師数は、2006 年の 27 万 7,927 人から 2008 年には 28 万 6,699 人にな

り、2 年間で 8,772 人（3.2％）増加した（表 1.2.1）。人口 1,000 人当たり医師

数は、2006 年の 2.175 人から、2008 年には 2.245 人になり、2 年間で 0.07 人

増加した。また産婦人科離れと言われる中、産婦人科医師数が 10 年ぶりに増加

に転じたことが話題になった4。 

 

しかし、医師数が増加した地域もあれば、医師数が減少した地域もある。また

医師数の減少以上に過疎化が進み、結果的に人口 1,000 人当たり医師数が増加

した地域もある。 

そこで、地域的な医師不足と医師偏在の実態を把握し、医師不足および医師偏

在解消にむけての示唆を得ることを期待して、地域別医師数の分析を行なった。 

 

 
表 1.2.1 医師数の変化 

（人）

2006年 2008年 増減 増減率

医師数 277,927 286,699 8,772 3.2%

（再掲）医療施設従事医師数 263,540 271,897 8,357 3.2%

（再掲）産婦人科・産科医師数 10,074 10,389 315 3.1%

人口1,000人当たり医師数 2.175 2.245 0.07 3.2%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

 
 

 

                                            
4 2009 年 12 月 18 日 日本経済新聞朝刊ほか 
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1.3. 分析の方法 
 

医師数 

2 年ごとに実施される厚生労働省の「医師・歯科医師・薬剤師調査」をもとに、

医療現場に焦点を当てるため、医療施設（病院、診療所）に従事する医師数を

対象に分析した。最新の調査は 2008 年に行われており、調査期日は 12 月 31

日現在である。 

 

地域 

地域区分には二次医療圏を用いた。二次医療圏は、2006 年には 358 か所、2008

年には 348 か所であるが、2008 年の二次医療圏に名寄せして、348 か所で分析

した。2006 年から 2008 年にかけて、市町村合併も含めて変更のあった二次医

療圏は次頁のとおりである（表 1.3.1）。 

 

人口 

人口 1,000 人当たり医師数の分母として、総務省「住民基本台帳に基づく人

口・人口動態及び世帯数」を使用した。最新のものは、総務省「住民基本台帳

に基づく人口・人口動態及び世帯数（平成 21 年 3 月 31 日現在）」である。 

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/17216.html 

なお同調査は 3 月 31 日現在、「医師・歯科医師・薬剤師調査」は 12 月 31 日

現在のデータであり、時期が一致していないことを断っておく。2008 年の場合、

人口 1,000 人当たり医師数の分母は 2009 年 3 月 31 日の人口、分子は 2008 年

12 月 31 日の医師数である。 

 

面積 

国土地理院「平成 20 年全国都道府県市区町村別面積調」を用いた。2008 年

10 月 1 日現在の面積である。 

http://www.gsi.go.jp/KOKUJYOHO/MENCHO/200810/opening.htm 

境界未定の市区町村については、参考値（総務省「平成 20 年版全国市町村要

覧」に記載されている便宜上の概算数値）を用いた。 
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 表 1.3.1 2006 年から 2008 年にかけて変更のあった二次医療圏 

二次医療圏 市町村 二次医療圏 市町村

北空知
深川市、妹背牛町、秩父別町、
北竜町、沼田町、幌加内町

北空知
深川市、妹背牛町、秩父別町、
北竜町、沼田町

上川中部
旭川市、鷹栖町、東神楽町、当
麻町、比布町、愛別町、上川
町、東川町、美瑛町

上川中部
旭川市、鷹栖町、東神楽町、当
麻町、比布町、愛別町、上川
町、東川町、美瑛町、幌加内町

岩沼
名取市、岩沼市、亘理町、山元
町

名取市、岩沼市、亘理町、山元
町

仙台 仙台市 仙台市

塩釜
塩竈市、多賀城市、松島町、
七ヶ浜町、利府町

塩竈市、多賀城市、松島町、
七ヶ浜町、利府町

黒川
大和町、大郷町、富谷町、大衡
村

大和町、大郷町、富谷町、大衡
村

鹿角・大館 大館市、鹿角市、小坂町 大館・鹿角 大館市、鹿角市、小坂町
鷹巣・阿仁 北秋田市、上小阿仁村 北秋田 北秋田市、上小阿仁村

本荘・由利 由利本荘市、にかほ市
由利本荘・に
かほ

由利本荘市、にかほ市

大曲・仙北 大仙市、仙北市、美郷町 大仙・仙北 大仙市、仙北市、美郷町
横手・平鹿 横手市 横手 横手市

福島県 県北
福島市、二本松市、伊達市、桑
折町、国見町、川俣町、飯野
町、大玉村、本宮町、白沢村

県北

福島市（福島市・飯野町）、二本
松市、伊達市、桑折町、国見
町、川俣町、大玉村、本宮市
（本宮町・白沢村）

県北
大田原市、矢板市、那須塩原
市、さくら市、塩谷町、高根沢
町、那須町

県北

大田原市、矢板市、那須塩原
市、さくら市、塩谷町、高根沢
町、那須町、那須烏山市、那珂
川町

県東・央

宇都宮市、真岡市、那須烏山
市、下野市、上三川町、上河内
町、河内町、二宮町、益子町、
茂木町、市貝町、芳賀町、那珂
川町

県東・央

宇都宮市（宇都宮市・上河内
町・河内町）、真岡市、二宮町、
益子町、茂木町、市貝町、芳賀
町

県南
栃木市、小山市、壬生町、野木
町、大平町、藤岡町、岩舟町、
都賀町

県南
栃木市、小山市、壬生町、野木
町、大平町、藤岡町、岩舟町、
都賀町、下野市、上三川町

東部
さいたま市岩槻区、春日部市、
草加市、越谷市、八潮市、三郷
市、蓮田市、吉川市、松伏町

東部
春日部市、草加市、越谷市、八
潮市、三郷市、蓮田市、吉川
市、松伏町

中央

さいたま市（除岩槻区）、川口
市、鴻巣市、上尾市、蕨市、戸
田市、鳩ヶ谷市、桶川市、北本
市、伊奈町

中央
さいたま市、川口市、鴻巣市、
上尾市、蕨市、戸田市、鳩ヶ谷
市、桶川市、北本市、伊奈町

大里
熊谷市、深谷市、江南町、寄居
町

大里
熊谷市（熊谷市・江南町）、深谷
市、寄居町

仙台

2006年 2008年
都道府県

北海道

宮城県

秋田県

栃木県

埼玉県
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二次医療圏 市町村 二次医療圏 市町村

印旛山武

成田市、佐倉市、東金市、四街
道市、八街市、印西市、白井
市、富里市、山武市、酒々井
町、印旛村、本埜村、栄町、大
網白里町、九十九里町、芝山
町、横芝光町

印旛

成田市、佐倉市、四街道市、八
街市、印西市、白井市、富里
市、酒々井町、印旛村、本埜
村、栄町

夷隅長生

茂原市、勝浦市、いすみ市、一
宮町、睦沢町、長生村、白子
町、長柄町、長南町、大多喜
町、御宿町

山武長生夷隅

東金市、山武市、大網白里町、
九十九里町、芝山町、横芝光
町、
茂原市、勝浦市、いすみ市、一
宮町、睦沢町、長生村、白子
町、長柄町、長南町、大多喜
町、御宿町

神奈川県 県北 相模原市、城山町、藤野町 相模原
相模原市（相模原市・城山町・
藤野町）

下越
新発田市、村上市、胎内市、聖
籠町、関川村、荒川町、神林
村、朝日村、山北町、粟島浦村

下越

新発田市、村上市（村上市・荒
川町・神林村・朝日村・山北
町）、胎内市、聖籠町、関川村、
粟島浦村

県央
三条市、加茂市、見附市、燕
市、弥彦村、田上町

県央
三条市、加茂市、燕市、弥彦
村、田上町

中越
長岡市、柏崎市、出雲崎町、刈
羽村

中越
長岡市、柏崎市、出雲崎町、刈
羽村、見附市

富士
富士宮市、富士市、芝川町、富
士川町

富士
富士宮市、富士市（富士市・富
士川町）、芝川町

静岡 静岡市、由比町 静岡 静岡市（静岡市・由比町）

志太榛原
島田市、焼津市、藤枝市、牧之
原市、岡部町、大井川町、吉田
町、川根町、川根本町

志太榛原

島田市（島田市・川根町）、焼津
市（焼津市・大井川町）、藤枝
市、牧之原市、岡部町、吉田
町、川根本町

海部津島
津島市、愛西市、弥富市、七宝
町、美和町、甚目寺町、大治
町、蟹江町、飛島村

海部
津島市、愛西市、弥富市、七宝
町、美和町、甚目寺町、大治
町、蟹江町、飛島村

東三河南部
豊橋市、豊川市、蒲郡市、田原
市、音羽町、小坂井町、御津町

東三河南部
豊橋市、豊川市（豊川市・音羽
町・御津町）、蒲郡市、田原市、
小坂井町

京都府 山城南
山城町、木津町、加茂町、笠置
町、和束町、精華町、南山城村

山城南
木津川市（山城町・木津町・加
茂町）、笠置町、和束町、精華
町、南山城村

南河内

堺市美原区、富田林市、河内長
野市、松原市、羽曳野市、藤井
寺市、大阪狭山市、太子町、河
南町、千早赤阪村

南河内

富田林市、河内長野市、松原
市、羽曳野市、藤井寺市、大阪
狭山市、太子町、河南町、千早
赤阪村

堺市 堺市（除美原区） 堺市 堺市

岡山県 県南東部
岡山市、玉野市、備前市、瀬戸
内市、赤磐市、建部町、瀬戸
町、和気町、吉備中央町

県南東部

岡山市（岡山市・建部町・瀬戸
町）、玉野市、備前市、瀬戸内
市、赤磐市、和気町、吉備中央
町

大阪府

都道府県
2006年 2008年

千葉県

新潟県

静岡県

愛知県
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二次医療圏 市町村 二次医療圏 市町村

山口・防府
山口市、防府市、美東町、秋芳
町、阿東町

山口・防府 山口市、防府市、阿東町

宇部・小野田 宇部市、美祢市、山陽小野田市 宇部・小野田
宇部市、美祢市（美祢市・美東
町・秋芳町）、山陽小野田市

高知県 中央

高知市、南国市、土佐市、香南
市、香美市、本山町、大豊町、
土佐町、大川村、春野町、いの
町、仁淀川町、佐川町、越知
町、日高村

中央

高知市（高知市・春野町）、南国
市、土佐市、香南市、香美市、
本山町、大豊町、土佐町、大川
村、いの町、仁淀川町、佐川
町、越知町、日高村

甘木・朝倉 朝倉市、筑前町、東峰村 朝倉 朝倉市、筑前町、東峰村

有明
大牟田市、柳川市、瀬高町、山
川町、高田町

有明
大牟田市、柳川市、みやま市
（瀬高町・山川町・高田町）

佐賀県 中部
佐賀市、多久市、小城市、神埼
市、川副町、東与賀町、久保田
町、吉野ヶ里町

佐賀市（佐賀市・川副町・東与
賀町・久保田町）、多久市、小城
市、神埼市、吉野ヶ里町

熊本 熊本市 熊本 熊本市（熊本市・富合町）

宇城
宇土市、宇城市、城南町、富合
町、美里町

宇城
宇土市、宇城市、城南町、美里
町

東国東 国東市、姫島村
別杵速見 別府市、杵築市、日出町
大分 大分市、由布市
臼津 臼杵市、津久見市
佐伯 佐伯市 南部 佐伯市
大野 豊後大野市
竹田直入 竹田市
日田玖珠 日田市、九重町、玖珠町 西部 日田市、九重町、玖珠町
中津下毛 中津市
宇佐高田 豊後高田市、宇佐市

宮崎県 宮崎県北部
延岡市、北川町、高千穂町、日
之影町、五ケ瀬町

宮崎県北部
延岡市（延岡市・北川町）、高千
穂町、日之影町、五ケ瀬町

鹿児島 鹿児島市、三島村、十島村
日置 日置市、いちき串木野市
指宿 指宿市、頴娃町

南薩
枕崎市、南さつま市、知覧町、
川辺町

伊佐 大口市、菱刈町

姶良
霧島市、加治木町、姶良町、蒲
生町、湧水町

熊毛
西之表市、中種子町、南種子
町、上屋久町、屋久町

熊毛
西之表市、中種子町、南種子
町、屋久島町（上屋久町・屋久
町）

都道府県
2006年 2008年

姶良・伊佐
伊佐市（大口市、・菱刈町）、
霧島市、加治木町、姶良町、蒲
生町、湧水町

鹿児島
鹿児島市、三島村、十島村、
日置市、いちき串木野市

南薩
指宿市、南九州市（頴娃町・知
覧町・川辺町）、枕崎市、南さつ
ま市

豊肥
豊後大野市、
竹田市

北部
中津市、
豊後高田市、宇佐市

東部
国東市、姫島村、
別府市、杵築市、日出町

中部
大分市、由布市、
臼杵市、津久見市

大分県

鹿児島県

山口県

福岡県

熊本県
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2. 全国の無医町村 
 

2.1. 無医町村数 
 

地域別の分析に入る前に、医療施設従事医師のいない町村（以下、無医町村）

を示しておく。 

無医町村は 2006 年には 23 町村であった（表 2.1.1）。その後、市町村合併に

より減少するかと思われたが、2008 年には 26 町村に拡大した。また無医町村

の住民は 2006 年には 5 万 7,994 人であったが、2008 年には 6 万 3,067 人と 2

年間で 5,073 人（8.7％）増加した。 

2008 年にあらたに無医町村になったのは、それまで診療所医師が 1 人しかい

なかったところがほとんどであり、開業医の死亡や公立診療所の閉鎖などが理

由である。 

また、医療施設従事医師数 1 人の市町村を無医町村予備群とすると、無医町

村および無医町村予備群の合計は、市町村数で全国の 6.9％、当該市町村に居住

する住民人口で全国の 0.3％（38 万 6,091 人）であった。 
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表 2.1.1 無医町村の状況 

※人口は無医町村のみ表示・集計

医療施設従事 人口（人） 医療施設従事 人口（人）
医師数（人） 2007.3.31 医師数（人） 2009.3.31

北海道 遠紋 湧別町 0 4,997 0 4,853

津軽地域 西目屋村 0 1,629 0 1,584

下北地域 佐井村 （診療所1人） 0 2,567

宮城県 仙台 大衡村 （診療所1人） 0 5,526

県北 大玉村 0 8,549 0 8,579

北塩原村 0 3,383 0 3,335

湯川村 0 3,695 0 3,585

南会津 檜枝岐村 0 619 （診療所1人）

相双 葛尾村 0 1,658 0 1,598

群馬県 富岡 南牧村 （診療所1人） 0 2,742

埼玉県 比企 東秩父村 （診療所1人） 0 3,592

新潟県 下越 粟島浦村 0 370 0 360

富士・東部 鳴沢村 0 3,155 0 3,139

峡南 早川町 0 1,537 0 1,407

南相木村 （診療所1人） 0 1,155

北相木村 （診療所1人） 0 885

南牧村 （診療所1人） 0 3,323

清内路村 0 732 (合併により消滅）

平谷村 0 558 0 539

木曽 王滝村 （診療所1人） 0 967

長野 小川村 （診療所1人） 0 3,139

岐阜県 中濃 坂祝町 0 8,015 （診療所1人（開設※注））

京都府 山城南 南山城村 0 3,509 （診療所1人（開設※注）、病院1人）

天川村 0 1,932 （診療所1人）

川上村 （診療所1人） 0 1,947

島根県 隠岐 知夫村 0 709 （診療所1人）

安芸 北川村 0 1,523 0 1,490

中央 大川村 （診療所1人） 0 473

幡多 三原村 0 1,893 （診療所1人）

甘木・朝倉 東峰村 0 2,795 （診療所1人）

八女・筑後 矢部村 0 1,681 （診療所1人）

五木村 （診療所1人） 0 1,380

山江村 0 4,014 0 3,920

三島村 0 390 0 368

十島村 0 651 0 614

合計 － 57,994 － 63,067

無医村（町）数 23 町村 26 町村

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」、

　　　 　 総務省「住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数」 　※注）「開設」は開業があったことを示している。

佐久

飯伊

南和

会津

福岡県

熊本県

鹿児島県 鹿児島

球磨

山梨県

長野県

奈良県

高知県

2008年2006年

青森県

福島県

都道府県 二次医療圏 市町村
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2.2. 無医町村の人口および面積 
 

面積が最大の無医町村は、山梨県早川町で 369.9 ㎢である（表 2.2.1）。早川

町は北西部に南アルプスがあり、町としては全国でもっとも人口も少ない5。つ

いで面積が大きいのは北海道サロマ湖西岸にあった湧別町で 344.4 ㎢である。

なお、湧別町は、「医師・歯科医師・薬剤師調査」後の 2009 年 10 月に上湧別町

と合併し、現在の湧別町になった。上湧別町には 2008 年時点で医療施設従事医

師が 3 人いたので、このまま推移していれば、湧別町は現在では無医町村では

ないはずである。 

 

無医町村のうち人口が最大の町は、福島県大玉村の 8,579 人である。大玉村は、

医療施設従事医師が 27 人いる本宮市まで車で 10 分である6。 

 

                                            
5 村では東京都青ヶ島村の 157 人が最小。 
6 福島県大玉村ホームページ 
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表 2.2.1 2008 年の無医町村の人口および面積 

人口（人） 面積（㎢）
2009.3.31 2008.10.1

北海道 遠紋 湧別町 4,853 344.4

津軽地域 西目屋村 1,584 246.1

下北地域 佐井村 2,567 135.0

宮城県 仙台 大衡村 5,526 60.2

県北 大玉村 8,579 79.5

北塩原村 3,335 233.9

湯川村 3,585 16.4

相双 葛尾村 1,598 84.2

群馬県 富岡 南牧村 2,742 118.8

埼玉県 比企 東秩父村 3,592 37.2

新潟県 下越 粟島浦村 360 9.9

富士・東部 鳴沢村 3,139 89.6

峡南 早川町 1,407 369.9

南相木村 1,155 66.0

北相木村 885 56.3

南牧村 3,323 133.1

飯伊 平谷村 539 77.4

木曽 王滝村 967 310.9

長野 小川村 3,139 58.1

奈良県 南和 川上村 1,947 269.2

安芸 北川村 1,490 196.2

中央 大川村 473 95.3

五木村 1,380 252.9

山江村 3,920 121.2

三島村 368 31.4

十島村 614 101.4

合計 63,067 3,594.0

*出所：総務省「住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数（平成21年3月31日現在）」 　

　　　　 国土地理院「平成20年全国都道府県市区町村別面積調」

佐久

会津

熊本県

鹿児島県 鹿児島

球磨

山梨県

長野県

高知県

青森県

福島県

都道府県 二次医療圏 市町村
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3. 人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数 
 

3.1. 2008 年の医師数 
 

人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数は、二次医療圏ごとの単純平均では、

2006 年の 1.81 人、2008 年 1.85 人であり 0.04 人増加した（表 3.1.1）。全国加

重平均では、2006 年の 2.07 人、2008 年 2.14 人であり 0.07 人増加した。 

2008 年の最大値は 11.78 人、最小値は 0.72 人である。最小値は 2006 年と同

じであるが、最大値が上昇して、二次医療圏間の格差は 2006 年の 16.0 倍から

2008 年には 16.4 倍に拡大した。 

 

 
表 3.1.1 二次医療圏別の人口 1,000 人当たり医師数の平均など 

二次医療圏の
単純平均（人）

全国の加重
平均（人）

中央値（人） 標準偏差

2006年 1.81 2.07 1.62 0.81

2008年 1.85 2.14 1.65 0.84

対2006年 0.04 0.07 0.03 －

最大値（人） 最小値（人） 格差（倍）

2006年 11.45 0.72 16.0

2008年 11.78 0.72 16.4

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」
           総務省「住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数」
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人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数の多い二次医療圏は、2008 年では、

東京都区中央部（千代田区、中央区、港区、文京区、台東区）11.78 人、東京都

区西部（新宿区、中野区、杉並区）4.78 人、福岡県久留米（久留米市、大川市、

小郡市、うきは市、大刀洗町、大木町）4.06 人などである（表 3.1.2）。都市部

にあり、大学附属病院などの医師数が多い。 

そのほかの二次医療圏も大学附属病院所在地であり、人口に比べて医師数が多

い。たとえば、島根県出雲（出雲市、斐川町）には島根大学、鳥取県西部（米

子市、境港市ほか）には鳥取大学、山口県宇部・小野田（宇部市、美祢市、山

陽小野田市）には山口大学がある。 

 

なお、ひとつの二次医療圏としてもっとも医療施設従事医師数が多いのは東京

都区中央部の 8,383 人である。大阪府大阪市も 8,186 人であるが、人口が 252

万 5,153 人と多いため（東京都区中央部は 71 万 1,835 人）、人口 1,000 人当た

り医療施設従事医師数は 3.24 人である。 

 

 
表 3.1.2 人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数の多い二次医療圏 

都道府県 二次医療圏

医療施設従
事医師数

（人／人口
1,000人）

都道府県 二次医療圏

医療施設従
事医師数

（人／人口
1,000人）

東京都 区中央部 11.45 東京都 区中央部 11.78

東京都 区西部 4.63 東京都 区西部 4.78

福岡県 久留米 4.00 福岡県 久留米 4.06

島根県 出雲 3.94 島根県 出雲 3.98

群馬県 前橋 3.77 栃木県 県南 3.77

熊本県 熊本 3.68 京都府 京都・乙訓 3.72

栃木県 県南 3.65 熊本県 熊本 3.71

京都府 京都・乙訓 3.62 群馬県 前橋 3.66

山口県 宇部・小野田 3.55 鳥取県 西部 3.60

鳥取県 西部 3.54 山口県 宇部・小野田 3.54

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

           総務省「住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数」

2008年2006年
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人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数の少ない二次医療圏は、2008 年では、

愛知県尾張中部（清須市、北名古屋市ほか）0.72 人、茨城県常陸太田・ひたち

なか（常陸太田市、ひたちなか市、常陸大宮市ほか）0.84 人などである（表 3.1.3）。 

愛知県尾張中部は名古屋市近郊、茨城県常陸太田・ひたちなかは水戸市近郊に

あって、人口に医師数が追いついていないものと推察される。 

 

これに対して、北海道根室（根室市、別海町、中標津町ほか）、北海道宗谷（稚

内市、枝幸町ほか）は医療施設従事医師数そのものが少ない。医療施設従事医

師数は、北海道根室で 72 人、北海道宗谷で 65 人である。 

 

なお、ひとつの二次医療圏としてもっとも医療施設従事医師数が少ないのは、

島根県隠岐（隠岐の島町、西ノ島町ほか）の 29 人であるが、人口も 2 万 2,466

人と少ないので、人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数は 1.29 人である。 

 

 
表 3.1.3 人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数の少ない二次医療圏 

都道府県 二次医療圏

医療施設従
事医師数

（人／人口
1,000人）

都道府県 二次医療圏

医療施設従
事医師数

（人／人口
1,000人）

愛知県 尾張中部 0.72 愛知県 尾張中部 0.72

北海道 根室 0.86 茨城県 常陸太田・ひたちなか 0.84

茨城県 鹿行 0.86 北海道 根室 0.87

福島県 南会津 0.88 茨城県 鹿行 0.87

茨城県 常陸太田・ひたちなか 0.89 北海道 宗谷 0.91

茨城県 筑西・下妻 0.92 茨城県 筑西・下妻 0.94

千葉県 山武長生夷隅 0.92 青森県 西北五地域 0.94

北海道 宗谷 0.96 宮城県 登米 0.94

埼玉県 児玉 0.96 千葉県 山武長生夷隅 0.95

埼玉県 利根 0.97 埼玉県 児玉 0.97

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

           総務省「住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数」

2006年 2008年
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3.2. 2006 年から 2008 年にかけての医師数の変化 
 

2006 年から 2008 年にかけて人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数が増加

した二次医療圏は 243 医療圏（69.8％）、減少した二次医療圏は 105 医療圏

（30.2％）であった（図 3.2.1）。 

 

 
図 3.2.1 人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数の増減別二次医療圏構成比 

人口1,000人当たり医療施設従事医師数
2006年から2008年にかけての増減

増加した
二次医療圏

243
69.8%

減少した
二次医療圏

105
30.2%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

           総務省「住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数」
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人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数は二次医療圏の 69.8％で増加してい

る（図 3.2.2）。医師数そのものが増加した二次医療圏が 60.1％、医師数は変化

していないが、人口が減少した二次医療圏が 2.9％である。また、医師数が減少

したが、それ以上に人口が減少したため、人口 1,000 人当たり医療施設従事医

師数が増加した二次医療圏が 6.9％であった。 

 

人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数が減少した二次医療圏は 105 医療圏

（30.2％）であるが、このうち、医師数が増加したにもかかわらず、それ以上

に人口が増加した医療圏が 2 か所あった。東京都南多摩（八王子市、町田市ほ

か）と愛知県西三河南部（岡崎市、安城市、刈谷市、西尾市ほか）である。 

 

 
図 3.2.2 人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数増減の状況 

人口1,000人当たり医療施設従事医師数増減の状況
－二次医療圏別構成比（2008年,348医療圏）－

20.4%

39.7%

2.9%
0.0%

6.9%

30.2%

0.0%

20.0%

40.0%

人口増加 人口減少 人口減少 人口増加 人口減少

医師数増加 医師数不変 医師数減少

人口1,000人当たり医師数が増加した二次医療圏 減少

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

           総務省「住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数」

60.1％
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2006 年から 2008 年にかけて、人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数の増

加率が高かった二次医療圏は、青森県下北地域（むつ市、大間町、東通村、風

間浦村、佐井村）17.7％増、奈良県西和（大和郡山市、生駒市ほか）16.2％増な

どであった（表 3.2.1）。 

医療施設従事医師数に着目すると、青森県下北地域では 14.7％（2006 年 95

人、2008 年 109 人）増加であった。むつ市で臨床研修医が 2006 年の 7 人から

2008 年には 14 人に増加した一方、佐井村では無医村になった。 

奈良県西和では医療施設従事医師数が 15.7％（2006 年 503 人、2008 年 582

人）増であった。このうち県立病院のある三郷町で 49 人増加した。 

愛知県海部（津島市、愛西市、弥富市ほか）は、医療施設従事医師数が 16.3％

（2006 年 387 人、2008 年 450 人）増加した。整形外科医が 20 人増加しており、

リハビリテーション病院などで採用があったのではないかと推察される。 

長崎県対馬（対馬市）は、医療施設従事医師数は 5.6％と微増（2006 年 54 人、

2008 年 57 人）であるが、人口が減少したので、人口 1,000 人当たり医療施設

従事医師数は 10.7％増であった。 

 
表 3.2.1 人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数の増加率が高い二次医療圏 

医療施設従事
医師数

人口
人口1,000人当
たり医療施設従

事医師数

青森県 下北地域 14.7% -2.5% 17.7%

奈良県 西和 15.7% -0.4% 16.2%

愛知県 海部 16.3% 0.4% 15.8%

東京都 西多摩 13.3% -0.1% 13.4%

熊本県 上益城 11.2% -1.2% 12.6%

佐賀県 北部 10.4% -1.3% 11.8%

千葉県 安房 9.2% -1.7% 11.1%

福島県 南会津 6.9% -3.5% 10.8%

長崎県 対馬 5.6% -4.7% 10.7%

茨城県 水戸 10.2% -0.3% 10.5%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

           総務省「住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数」

2006年から2008年にかけての増減率

都道府県 二次医療圏
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2006 年から 2008 年にかけて、人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数の減

少率が高かった二次医療圏は、静岡県賀茂（下田市、東伊豆町ほか）21.8％減、

長野県木曽（木曽町、上松町ほか）13.1％減などであった（表 3.2.2）。 

静岡県賀茂では、医療施設従事医師数が 23.9％（2006 年 117 人、2008 年 89

人）減少したが、当該医療圏では、診療報酬不正請求事件を起こした病院があ

ったことが報道されている（医師数減少との関係は不明）7。 

北海道南檜山（江差町、上ノ国町ほか）の医療施設従事医師数は 16.2％減で

あった。江差町で 2006 年に 3 人いた研修医が 2008 年にはいなくなり、もとも

と医師数が 2006 年 37 人と少なかったため、減少率が大きくなった。 

 

 
表 3.2.2 人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数の減少率が高い二次医療圏 

医療施設従事
医師数

人口
人口1,000人当
たり医療施設従

事医師数

静岡県 賀茂 -23.9% -2.7% -21.8%

長野県 木曽 -15.9% -3.2% -13.1%

鹿児島県 出水 -14.1% -2.2% -12.1%

北海道 南檜山 -16.2% -4.7% -12.1%

島根県 隠岐 -14.7% -3.8% -11.4%

北海道 北渡島檜山 -14.5% -3.8% -11.1%

北海道 西胆振 -11.3% -1.6% -9.9%

滋賀県 湖西 -10.8% -1.4% -9.5%

福岡県 宗像 -8.9% -0.1% -8.8%

北海道 遠紋 -11.2% -3.1% -8.4%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

           総務省「住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数」

都道府県 二次医療圏

2006年から2008年にかけての増減率

 
 

 

                                            
7 2009 年 3 月 7 日 朝日新聞朝刊によると、2009 年 1 月以降、入院患者の受け入れを中止。同年 3 月に、

静岡県が、入院患者の転退院、新たな患者の受け入れ中止を指導している。厚生労働省「医師・歯科医師・

薬剤師調査」はこれ以前の 2008 年 12 月 31 日現在のものであるが、患者受け入れ中止以前から、医師の

離職があったのではないかと推察される。また、2008 年 5 月 2 日 毎日新聞では、医師、看護師数が医療

法基準を下回っていたと報道されている。 
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4. 主たる診療科別にみた医療施設従事医師数 
 

4.1. 概観 
 

医療施設従事医師数は、2006 年には 26 万 3,540 人、2008 年には 27 万 1,897

人であり、8,357 人増加した（表 4.1.1）。 

内科、外科は、2008 年の「医師・歯科医師・薬剤師調査」から調査項目が変

更になったため比較が困難であるが、それ以外では、産婦人科・産科が 315 人

増、小児科が 536 人増、整形外科が 403 人増などであった。 

 

以下、調査項目変更の影響がなく、医師数の多い産婦人科・産科、小児科、整

形外科、および臨床研修医について分析を行なった。精神科は 2008 年調査から

神経科が廃止になったが、影響が少ないと推察されたので、分析対象に加えて

いる。 
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表 4.1.1 主な診療科別の医療施設従事医師数 

（参考）
主たる診療科 医師数 主たる診療科 医師数 増減

総　数 263,540 総　数 271,897 8,357
内科 70,470 内科 62,845 -7,625

-355

-7

-4,709

-26

-2

-105
-137

-45
-506
-143

呼吸器科 3,966 呼吸器内科 4,578 612
循環器科 9,416 循環器内科 10,144 728
消化器科　（胃腸科） 10,762 消化器内科（胃腸内科） 11,187 425

腎臓内科 2,597 2,597
神経内科 3,443 神経内科 3,890 447
神経科 355

糖尿病内科（代謝内科） 2,954 2,954
血液内科 1,867 1,867

皮膚科 7,845 皮膚科 8,214 369
アレルギー科 184 アレルギー科 177
リウマチ科 760 リウマチ科 913 153

感染症内科 353 353
小児科 14,700 小児科 15,236 536
精神科 12,474 精神科 13,534 1,060
心療内科 841 心療内科 883 42
外科 21,574 外科 16,865
呼吸器外科 1,255 呼吸器外科 1,445 190
心臓血管外科 2,585 心臓血管外科 2,889 304

乳腺外科 913 913
気管食道科 22 気管食道外科 91 69

消化器外科（胃腸外科） 4,224 4,224
泌尿器科 6,133 泌尿器科 6,324 191
性病科 26
こう門科 373 肛門外科 439 66
脳神経外科 6,241 脳神経外科 6,398 157
整形外科 18,870 整形外科 19,273 403
形成外科 1,909 形成外科 2,109 200
美容外科 394 美容外科 411 17
眼科 12,362 眼科 12,627 265
耳鼻いんこう科 8,909 耳鼻いんこう科 8,936 27
小児外科 661 小児外科 659
産婦人科 9,592 産婦人科 10,012 420
産科 482 産科 377
婦人科 1,709 婦人科 1,572
リハビリテーション科（理学診療科） 1,855 リハビリテーション科 1,916 61
放射線科 4,883 放射線科 5,187 304
麻酔科 6,209 麻酔科 7,067 858
病理 1,297 病理診断科 1,374 77

臨床検査科 389 389
救命救急 1,698 救急科 1,945 247
研修医 14,402 臨床研修医 14,546 144
全科 301 全科 256
その他 3,148 その他 2,642
主たる診療科名不詳 1,212 主たる診断科名不詳 1,069
不詳 222 不詳 570 348

（再掲）産婦人科・産科 10,074 （再掲）産婦人科・産科 10,389 315
*出所：「平成20年（2008）医師・歯科医師・薬剤師調査の概況」

2006年 2008年
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4.2. 産婦人科・産科 
 

産婦人科・産科医師数は、2006 年 1 万 74 人、2008 年に 1 万 389 人であり、

315 人（3.1％）増加した。二次医療圏別に見ると、増加した二次医療圏は 40.2％、

減少した二次医療圏は 34.5％であった（図 4.2.1）。 

 

 
図 4.2.1 2006 年から 2008 年にかけての産婦人科・産科医師数の変化 

産婦人科および産科医師数の変化－2006年から2008年にかけて－

増加した
二次医療圏

140
40.2%

変化なし
88

25.3%

減少した
二次医療圏

120
34.5%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」
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産婦人科・産科医師数の増加数が多い二次医療圏は、大阪府豊能（豊中市、吹

田市、箕面市、池田市ほか）、大阪府大阪市、東京都区中央部などであり、都市

部にあって大学附属病院がある地域であった（表 4.2.1）。たとえば、大阪府豊

能には大阪大学、大阪市には大阪市立大学がある。 

このように産婦人科・産科医師は、大学附属病院のある地域で増加しているの

で、研修後の若手医師が、大学（医局）で産婦人科を選択するケースが多くな

っているのではないかと推察される。 

 

 
表 4.2.1 産婦人科・産科医師数が増加した主な二次医療圏 

2006年 2008年 増減数

大阪府 豊能 96 124 28 29.2%

大阪府 大阪市 256 281 25 9.8%

東京都 区中央部 279 302 23 8.2%

宮城県 仙台 134 154 20 14.9%

東京都 区南部 93 113 20 21.5%

静岡県 西部 78 96 18 23.1%

福岡県 北九州 91 109 18 19.8%

兵庫県 阪神南 87 101 14 16.1%

神奈川県 横浜北部 106 118 12 11.3%

北海道 札幌 167 178 11 6.6%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

医療施設従事医師数（人）
増減率都道府県 二次医療圏
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産婦人科・産科医師数の減少数がもっとも多い二次医療圏は、奈良県中和（橿

原市、香芝市、大和高田市ほか）である（表 4.2.2）。奈良県中和には奈良県立

医科大学附属病院があるが、同病院では、2007 年 8 月に救急搬送の妊婦を受け

入れることができず、その後、複数の病院でも受け入れられず、流産にいたっ

た事例が報告されている。 

神奈川県横須賀・三浦（横須賀市、鎌倉市ほか）では減少数 8 人のうち、横

須賀市で 7 人減少している。横須賀市立市民病院で産科・婦人科の常勤医の欠

員が生じていることが報告されている8。 

愛知県知多半島（半田市、東海市ほか）では、東海市民病院が東海産業医療団

中央病院と統合したこと、知多市民病院が産婦人科の分べん取扱いを休止した

ことが報告されている9。 

 

 
表 4.2.2 産婦人科・産科医師数が減少した主な二次医療圏 

2006年 2008年 増減数

奈良県 中和 27 13 -14 -51.9%

東京都 区東部 84 76 -8 -9.5%

神奈川県 横須賀・三浦 38 30 -8 -21.1%

愛知県 知多半島 38 30 -8 -21.1%

大阪府 堺市 60 52 -8 -13.3%

静岡県 駿東田方 50 43 -7 -14.0%

愛知県 名古屋 255 248 -7 -2.7%

愛知県 西三河南部 74 67 -7 -9.5%

鳥取県 西部 40 34 -6 -15.0%

静岡県 志太榛原 25 20 -5 -20.0%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

都道府県 二次医療圏
医療施設従事医師数（人）

増減率

 
 

 

                                            
8 横須賀市立市民病院ホームページより 
http://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/byouin/outpatient/sanfujinka.html 
9 東海市・知多市病院連携等協議会「東海市民病院・知多市民病院の連携協議の経緯」 
http://www.city.chita.aichi.jp/byoren/k-shiryou1/01_shiryou01.pdf 
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2008 年に産婦人科・産科医師が不在の二次医療圏は、北海道南檜山、北海道

留萌、福島県南会津、山梨県峡南、徳島県南部Ⅱであった（表 4.2.3）。 

市であって産婦人科・産科医師が不在であったのは、北海道留萌市であった。

留萌市立病院産婦人科は、出張医師で分娩に対応してきたが10、2009 年 4 月に

常勤医師が着任した11。 

 

 
表 4.2.3 2008 年に産婦人科・産科医師が不在であった二次医療圏 

人口（人） 面積（㎢）

2006年 2008年 2008年 2008年

北海道 南檜山
江差町、上ノ国町、厚沢部
町、乙部町、奥尻町

1 0 28,193 1,423.1

北海道 留萌
留萌市、増毛町、小平町、苫
前町、羽幌町、初山別村、遠
別町、天塩町、幌延町

1 0 57,776 4,020.0

福島県 南会津
下郷町、檜枝岐村、只見町、
南会津町

1 0 31,647 2,341.6

山梨県 峡南
市川三郷町、増穂町、鰍沢
町、早川町、身延町、南部町

0 0 61,565 1,059.5

徳島県 南部Ⅱ 牟岐町、美波町、海陽町 1 0 24,898 525.0

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

           総務省「住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数（平成21年3月31日現在）」

           国土地理院「平成20年全国都道府県市区町村別面積調」

産婦人科・
産科医師数（人）都道府県 二次医療圏 市町村

 

                                            
10 2008 年 12 月 1 日 北海道新聞朝刊全道版   
11 2009 年 2 月 20 日 北海道新聞朝刊地方版、留萌市立病院ホームページ 
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4.3. 小児科 
 

小児科医師数は、2006 年 1 万 4,700 人、2008 年 1 万 5,236 人であり、536

人（3.6％）増加した。二次医療圏別に見ると、増加した二次医療圏は 46.0％、

減少した二次医療圏は 30.7％である（図 4.3.1）。 

なお、2008 年に小児科医師が不在の二次医療圏は、徳島県南部Ⅱ（牟岐町、

美波町、海陽町）のみであった。 

 

 
図 4.3.1 2006 年から 2008 年にかけての小児科医師数の変化 

小児科医師数の変化－2006年から2008年にかけて－

増加した
二次医療圏

160
46.0%

変化なし
81

23.3%

減少した
二次医療圏

107
30.7%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」
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小児科医師数の増加数が多い二次医療圏は、東京都区中央部、神奈川県横浜北

部（港北区、青葉区、鶴見区ほか）、静岡県静岡（静岡市）などであった（表 4.3.1）。 

神奈川県横浜北部では 33 人増であったが、このうち 2007 年に済生会横浜市

東部病院が開院した鶴見区で小児科医師が 17 人増加した。 

静岡県静岡では 30 人増加し、このうち静岡県立こども病院のある葵区で 26

人増加した。ただし、同病院は 2008 年 12 月には総合周産期母子医療センター

の指定を受けたものの、その後、医師が減少し、2009 年 4 月には患者の受け入

れを制限しているとの報道がある12。 

増減率が高いのは神奈川県横浜北部についで、神奈川県相模原（相模原市）で

あり、大学附属病院がある。 

 

 
表 4.3.1 小児科医師数が増加した主な二次医療圏 

2006年 2008年 増減数

東京都 区中央部 250 284 34 13.6%

神奈川県 横浜北部 127 160 33 26.0%

静岡県 静岡 123 153 30 24.4%

北海道 札幌 280 302 22 7.9%

宮城県 仙台 204 225 21 10.3%

神奈川県 横浜西部 103 124 21 20.4%

千葉県 東葛南部 139 159 20 14.4%

千葉県 東葛北部 97 117 20 20.6%

東京都 北多摩南部 146 166 20 13.7%

神奈川県 相模原 76 95 19 25.0%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

医療施設従事医師数（人）
増減率都道府県 二次医療圏

 

 

                                            
12 2009 年 4 月 11 日付け東京読売新聞朝刊 
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小児科医師数の減少数が多い二次医療圏は、埼玉県中央（さいたま市、川口市、

上尾市ほか）、東京都区西南部（目黒区、世田谷区、渋谷区）などである（表 4.3.2）。

ただしこれらの地域は、もともとの小児科医師数が多いので、減少率はそれほ

ど高いわけではない。 

減少数、減少率ともに高いのは高知県中央（高知市、南国市ほか）、奈良県東

和（天理市、桜井市ほか）である。 

高知県中央では 9 人減少し、このうち高知市、南国市でそれぞれ 3 人減少し

た。高知市にはPFI事業による高知医療センター13、南国市には高知大学医学部

附属病院がある（どの病院で小児科医師が減少したのかは不明）。 

奈良県東和では 6 人減少し、このうち天理市で 3 人減少した。天理市立病院

で、常勤医の退職により 2008 年 6 月末から入院患者を受け入れることができな

い状態がつづいているとの報道がある14。 

 

 
表 4.3.2 小児科医師数が減少した主な二次医療圏 

2006年 2008年 増減数

埼玉県 中央 237 222 -15 -6.3%

東京都 区西南部 240 227 -13 -5.4%

東京都 区西北部 226 215 -11 -4.9%

神奈川県 横浜南部 149 138 -11 -7.4%

高知県 中央 85 76 -9 -10.6%

大阪府 堺市 79 72 -7 -8.9%

和歌山県 和歌山 76 69 -7 -9.2%

東京都 区西部 265 259 -6 -2.3%

山梨県 中北 78 72 -6 -7.7%

奈良県 東和 29 23 -6 -20.7%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

都道府県 二次医療圏
医療施設従事医師数（人）

増減率

 
 

 

                                            
13 2009 年 12 月 18 日付け日経新聞等によると、PFI 契約を解除し、2010 年 4 月から公立病院に戻ると報

道されている。 
14 2009 年 10 月 10 日 大阪読売新聞朝刊 
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4.4. 精神科 
 

厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」では、2006 年の調査項目は「神

経内科」「神経科」「精神科」であったが、2008 年には「神経内科」「精神科」

になった。2006 年に「神経科」と回答した医師が、2008 年には「神経内科」「精

神科」のいずれかに分散した可能性があるが、ここでは「精神科」同士を比較

した。 

 

精神科医師数は、2006 年 1 万 2,474 人、2008 年 1 万 3,534 人であり、1,060

人（8.5％）増加した。二次医療圏別に見ると、増加した二次医療圏は 56.6％、

減少した二次医療圏は 20.7％である（図 4.4.1）。 

 

 
図 4.4.1 2006 年から 2008 年にかけての精神科医師数の変化 

精神科医師数の変化－2006年から2008年にかけて－

増加した
二次医療圏

197
56.6%

変化なし
79

22.7%

減少した
二次医療圏

72
20.7%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」
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精神科医師数の増加数が多い二次医療圏は、東京都区中央部、東京都区西南部、

神奈川県横浜南部、北海道札幌、大阪府大阪市などの都市圏であった（表 4.4.1）。 

神奈川県横浜南部では 38 人増加し、このうち横浜市立大学附属病院のある金

沢区で 2006 年の 10 人から 2008 年には 27 人に増加した（ただし当該病院で増

加したかどうかは不明）。横浜市立大学附属病院では、独立した児童精神科を設

置している15。 

増加数が多い二次医療圏のうち、神奈川県横浜南部についで増加率が高いのは、

沖縄県南部（那覇市、浦添市ほか）である。精神科医師がいた市および町では

いずれにおいても増加しているが、特に増加したのは那覇市（2006 年 38 人、

2008 年 48 人）であった。 

 

 
表 4.4.1 精神科医師数が増加した主な二次医療圏 

2006年 2008年 増減数

東京都 区中央部 215 257 42 19.5%

東京都 区西南部 215 256 41 19.1%

神奈川県 横浜南部 92 130 38 41.3%

北海道 札幌 295 329 34 11.5%

大阪府 大阪市 164 197 33 20.1%

兵庫県 神戸 169 201 32 18.9%

千葉県 東葛南部 158 186 28 17.7%

沖縄県 南部 122 149 27 22.1%

福岡県 福岡・糸島 209 235 26 12.4%

東京都 区西部 161 186 25 15.5%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

医療施設従事医師数（人）
増減率都道府県 二次医療圏

 

 

                                            
15 同病院ホームページより 
http://www.fukuhp.yokohama-cu.ac.jp/patient/guidance_of_the_medical/depts/infant_mind.html 
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精神科医師数の減少数が多い二次医療圏は、長崎県県央（諫早市、大村市ほか）、

長野県佐久（佐久市、小諸市ほか）、福岡県京築（行橋市、豊前市、苅田町ほか）

などである（表 4.4.2）。このうち長崎県県央は、もともとの精神科医師数が多

いので、減少率はそれほど低くない。 

長野県佐久では 7 人減少したが、特に佐久市で 2006 年の 14 人から 2008 年

には 9 人に減少した。 

福岡県京築では 7 人減少したが、行橋市で 2006 年の 13 人から 2008 年には 8

人に減少した。行橋市の精神科を主とする病院において、2006 年 12 月に患者

が同室患者を殺害した事件が報道されている（医師数減少との関係は不明）16。 

 

 
表 4.4.2 精神科医師数が減少した主な二次医療圏 

2006年 2008年 増減数

長崎県 県央 53 45 -8 -15.1%

長野県 佐久 22 15 -7 -31.8%

福岡県 京築 23 16 -7 -30.4%

宮城県 仙南 15 10 -5 -33.3%

秋田県 由利本荘・にかほ 15 10 -5 -33.3%

千葉県 香取海匝 27 22 -5 -18.5%

神奈川県 横須賀・三浦 61 56 -5 -8.2%

富山県 砺波 21 16 -5 -23.8%

岐阜県 飛騨 15 10 -5 -33.3%

熊本県 熊本 129 124 -5 -3.9%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

都道府県 二次医療圏
医療施設従事医師数（人）

増減率

 
 

 

                                            
16 2006 年 12 月 25 日  西部読売新聞夕刊 
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2008 年に精神科医師が不在であった二次医療圏は、福島県南会津、東京都島

しょ、山梨県峡南、愛知県東三河北部であり、いずれも 2006 年時点においても

精神科医師が不在であった（表 4.4.3）。 

市であって精神科医師が不在であったのは、愛知県新城市であった。新城市民

病院は、2006 年 10 月から精神科を休診している17。 

 

 
表 4.4.3 2008 年に精神科医師が不在であった二次医療圏 

人口（人） 面積（㎢）

2006年 2008年 2008年 2008年

福島県 南会津
下郷町、檜枝岐村、只見町、
南会津町

0 0 31,647 2,341.6

東京都 島しょ
大島町、利島村、新島村、神
津島村、三宅村、御蔵島村、
八丈町、青ヶ島村、小笠原村

0 0 27,963 401.0

山梨県 峡南
市川三郷町、増穂町、鰍沢
町、早川町、身延町、南部町

0 0 61,565 1,059.5

愛知県 東三河北部
新城市、設楽町、東栄町、豊
根村

0 0 63,139 1,052.3

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

           総務省「住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数（平成21年3月31日現在）」

           国土地理院「平成20年全国都道府県市区町村別面積調」

都道府県 二次医療圏 市町村
精神科医師数（人）

 
 

                                            
17 2007 年 12 月 5 日 中日新聞朝刊地方版（東三河版） 
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4.5. 整形外科 
 

整形外科医師数は、2006 年 1 万 8,870 人、2008 年 1 万 9,273 人であり、403

人（2.1％）増加した。二次医療圏別に見ると、増加した二次医療圏は 50.0％、

減少した二次医療圏は 35.1％である（図 4.5.1）。今回分析した他の診療科と比

べると、変化なしの二次医療圏が少なかった。 

なお、2008 年に整形外科医師が不在であった二次医療圏は存在しない。整形

外科医師の構成比は、病院医師 62％、診療所医師 38％と、本稿で分析した他の

診療科に比べて診療所医師が多く、へき地、離島にも診療所の整形外科医師が

存在している。 

 

 
図 4.5.1 2006 年から 2008 年にかけての整形外科医師数の変化 

整形外科医師数の変化－2006年から2008年にかけて－

増加した
二次医療圏

174
50.0%

変化なし
52

14.9%

減少した
二次医療圏

122
35.1%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」
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整形外科医師数の増加数が多い二次医療圏は、東京都区南部（品川区、大田区）、

東京都区西北部（豊島区、北区、板橋区、練馬区）などであった（表 4.5.1）。 

千葉県では、東葛南部（船橋市、市川市ほか）、東葛北部（松戸市、柏市ほか）

で増加数が多かった一方、次頁に示すように安房（館山市、南房総市、鴨川市

ほか）では減少数が多かった。また愛媛県でも、松山（松山市、伊予市、東温

市ほか）で増加した一方、新居浜・西条（新居浜市・西条市）では減少した。

このように、整形外科医師数については、県内の二次医療圏で増加、減少に分

かれるケースがあった。 

愛知県海部（津島市、愛西市ほか）では 20 人増加したが、このうちリハビリ

テーション病院のある蟹江町で、2006 年の 2 人から 2008 年には 18 人になり、

16 人増加した（ただし当該病院で増えたかどうかは不明）。 

大阪府三島（高槻市、茨木市、摂津市ほか）では 17 人増加したが、大阪医科

大学附属病院や回復期リハビリテーション病床を有する病院が複数ある高槻市

18で、2006 年の 65 人から 2008 年には 77 人になり、12 人増加した。 

 

 
表 4.5.1 整形外科医師数が増加した主な二次医療圏 

2006年 2008年 増減数

東京都 区南部 152 183 31 20.4%

東京都 区西北部 231 259 28 12.1%

東京都 区中央部 332 354 22 6.6%

千葉県 東葛南部 185 206 21 11.4%

愛知県 海部 22 42 20 90.9%

福岡県 福岡・糸島 336 356 20 6.0%

大阪府 三島 98 115 17 17.3%

東京都 区西部 256 271 15 5.9%

愛媛県 松山 128 143 15 11.7%

千葉県 東葛北部 112 126 14 12.5%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

医療施設従事医師数（人）
増減率都道府県 二次医療圏

 

 

                                            
18 大阪府保健医療計画, 2008 年 8 月 
http://www.pref.osaka.jp/attach/2502/00004544/3-3-2-2.pdf 
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整形外科医師数の減少数が多い二次医療圏は、大阪府大阪市、千葉県千葉（千

葉市）、福岡県久留米（久留米市、小郡市ほか）などである（表 4.5.2）。 

また、千葉県安房（館山市、南房総市、鴨川市ほか）では、鴨川市にある民間

医療機関が、地域リハビリテーション広域支援センターを担っているが19、鴨川

市で整形外科医師が 6 人減少した。また館山市でも、整形外科医師が 4 人減少

した。館山市では 2008 年 4 月に医師会病院が社会福祉法人に移譲され、整形外

科、リハビリテーション科が廃止された20。 

滋賀県湖東（彦根市、愛荘町ほか）では、彦根市立病院のある彦根市で 2006

年の 17 人から、2008 年には 13 人に減少した（当該病院で減少したかどうかは

不明）。 

 

 
表 4.5.2 整形外科医師数が減少した主な二次医療圏 

2006年 2008年 増減数

大阪府 大阪市 573 558 -15 -2.6%

千葉県 千葉 148 134 -14 -9.5%

福岡県 久留米 101 90 -11 -10.9%

千葉県 安房 25 16 -9 -36.0%

東京都 区東部 154 147 -7 -4.5%

大阪府 中河内 116 109 -7 -6.0%

愛媛県 新居浜・西条 41 34 -7 -17.1%

滋賀県 湖東 23 17 -6 -26.1%

大阪府 堺市 127 121 -6 -4.7%

長崎県 佐世保 48 42 -6 -12.5%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

都道府県 二次医療圏
医療施設従事医師数（人）

増減率

 
 

 

                                            
19 千葉県地域リハビリテーション連携指針（改訂版）概要, 2008 年 3 月 
http://www.chiba-reha.jp/reha/shien/info/guideline_summary.pdf 
20 2008 年 4 月 1 日 東京読売新聞朝刊 
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4.6. 臨床研修医 
 

厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」では、2006 年は「研修医」、2008

年は「臨床研修医」という項目で調査されているが、本稿では、この両者を「臨

床研修医」として比較した。 

臨床研修医数（2006 年は「研修医」）は、2006 年は 1 万 4,402 人、2008 年は

1 万 4,546 人であり、144 人（1.0％）増加した。二次医療圏別に見ると、増加

した二次医療圏は 41.7％、減少した二次医療圏は 39.7％であり、増加した二次

医療圏と減少した二次医療圏が二極化していた（図 4.6.1）。 

 

 
図 4.6.1 2006 年から 2008 年にかけての臨床研修医数の変化 

臨床研修医数の変化－2006年から2008年にかけて－

増加した
二次医療圏

145
41.7%

変化なし
65

18.7%

減少した
二次医療圏

138
39.7%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」
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臨床研修医の増加数がもっとも多かったのは、東京都区中央部であり、2006

年には全国の研修医の 4.1％、2008 年には全国の臨床研修医の 5.1％が集中して

いた（表 4.6.1）。 

奈良県中和（橿原市、香芝市、大和高田市ほか）では 59 人増加したが、奈良

県立医科大学附属病院のある橿原市で、2006 年の 28 人から 2008 年には 85 人

になり、57 人増加した。 

なお、石川県石川中央には金沢医科大学病院および金沢大学附属病院、大分県

中部には大分大学医学部附属病院、広島県広島には広島大学病院、香川県高松

には香川大学医学部附属病院、山形県村山には山形大学医学部附属病院がある。 

 

 
表 4.6.1 臨床研修医が増加した主な二次医療圏 

2006年 2008年 増減数

東京都 区中央部 596 739 143 24.0%

奈良県 中和 32 91 59 184.4%

神奈川県 横浜北部 89 139 50 56.2%

石川県 石川中央 98 139 41 41.8%

東京都 区西北部 197 234 37 18.8%

東京都 区西南部 248 281 33 13.3%

大分県 中部 72 105 33 45.8%

広島県 広島 139 169 30 21.6%

香川県 高松 55 85 30 54.5%

山形県 村山 59 88 29 49.2%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

臨床研修医数（人）
増減率都道府県 二次医療圏
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臨床研修医の減少数が多かったのは、鹿児島県鹿児島（鹿児島市、日置市、い

ちき串木野市ほか）21、沖縄県中部（沖縄市、うるま市、宜野湾市ほか）、兵庫

県神戸（神戸市）などであった（表 4.6.2）。これらの二次医療圏には、沖縄県

中部22を除いて大学附属病院があり、たとえば千葉県東葛北部（松戸市、柏市ほ

か）には私立大学附属病院がある。 

鹿児島県では、肝属（鹿屋市、垂水市ほか）でも、2006 年の 10 人から 2008

年には 3 人になるなど、臨床研修医の県外流出が目立っており、臨床研修病院

による合同説明会を開催23したほか、鹿児島県医師会が臨床研修医の生活支援等

のために全国初の基金を設置することを決定した24との報道がある。 

 

 
表 4.6.2 臨床研修医が減少した主な二次医療圏 

2006年 2008年 増減数

鹿児島県 鹿児島 142 85 -57 -40.1%

沖縄県 中部 121 74 -47 -38.8%

兵庫県 神戸 293 250 -43 -14.7%

北海道 札幌 357 316 -41 -11.5%

福岡県 福岡・糸島 408 367 -41 -10.0%

愛知県 名古屋 397 361 -36 -9.1%

京都府 京都・乙訓 399 363 -36 -9.0%

新潟県 新潟 96 65 -31 -32.3%

群馬県 前橋 120 90 -30 -25.0%

千葉県 東葛北部 137 110 -27 -19.7%

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

都道府県 二次医療圏
臨床研修医数（人）

増減率

 
 

                                            
21日置市、いちき串木野市は、2006 年は日置医療圏であったが、2008 年に鹿児島医療圏に統合されたので、

2008 年に名寄せして集計している。なお 2006 年は日置市に研修医が 1 名いたのみである。 
22 沖縄県中部には大学附属病院はないが、沖縄県立中部病院や独立行政法人国立病院機構琉球病院がある。 
23 2009 年 4 月 12 日 南日本新聞朝刊 
24 2009 年 4 月 24 日 南日本新聞朝刊 
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2008年に臨床研修医が不在であった二次医療圏は59か所であった（表 4.6.3）。 

秋田県大仙・仙北（大仙市、仙北市、美郷町）では、大仙市に単独型・管理型

臨床研修病院が 1 か所25ある。2006 年の臨床研修医26は 15 人、報道によると

2008 年 2 月（2007 年度）の臨床研修医は 11 人（1 年次 5 人、2 年次 6 人）で

ある27。しかし、厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」では、2008 年の

臨床研修医は 0（ゼロ）である。 

                                           

 

茨城県鹿行（鹿嶋市、潮来市、神栖市、行方市、鉾田市）も、神栖市、行方市、

にそれぞれ単独型・管理型臨床研修病院があるが、2006 年の臨床研修医は神栖

市 4 人、行方市 3 人であった。厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」で

は、2008 年の臨床研修医はともに 0（ゼロ）になっている。 

 

 

 

 
25 厚生労働省「平成 20 年度の臨床研修プログラムに参加する予定の臨床研修病院の一覧」 
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/isei/rinsyo/shitei/dl/070913b.pdf 
26 厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」は、2006 年には「研修医」という項目で調査。 
27 2008 年 2 月 27 日 東京読売新聞朝刊 
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表 4.6.3 2008 年に臨床研修医が不在であった二次医療圏 

2006年 2008年 2006年 2008年

日高 1 0 雲南 0 0

宗谷 0 0 隠岐 0 0

根室 0 0 高梁・新見 0 0

青森県 西北五地域 2 0 真庭 0 0

栗原 0 0 長門 0 0

登米 0 0 萩 0 0

北秋田 0 0 東部Ⅱ 2 0

大仙・仙北 15 0 南部Ⅱ 0 0

南会津 0 0 西部Ⅰ 0 0

相双 0 0 西部Ⅱ 0 0

茨城県 鹿行 7 0 安芸 0 0

秩父 0 0 高幡 0 0

児玉 0 0 朝倉 1 0

千葉県 山武長生夷隅 2 0 直方・鞍手 0 0

東京都 島しょ 0 0 佐賀県 西部 0 0

県央 1 0 上五島 0 0

佐渡 3 0 壱岐 0 0

石川県 能登北部 0 0 対馬 0 0

奥越 0 0 宇城 0 0

丹南 0 0 阿蘇 0 0

峡東 0 0 天草 4 0

峡南 0 0 豊肥 0 0

静岡県 賀茂 0 0 西部 0 0

尾張中部 0 0 西諸 0 0

東三河北部 0 0 西都児湯 0 0

奈良県 南和 0 0 日向入郷 1 0

那賀 0 0 出水 1 0

橋本 0 0 曽於 0 0

有田 0 0 沖縄県 八重山 0 0

鳥取県 中部 5 0

*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

大分県

宮崎県

鹿児島県

愛知県

和歌山県

島根県

岡山県

山口県

徳島県

高知県

福岡県

長崎県

熊本県

埼玉県

新潟県

福井県

山梨県

北海道

宮城県

秋田県

福島県

臨床研修医数（人） 臨床研修医数（人）
都道府県 二次医療圏 都道府県 二次医療圏
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5. まとめと考察 
 

人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数が増加した二次医療圏は 69.8％、こ

のうち医師数が増加した二次医療圏が 60.1％、医師数は増えていないが人口が

減少した二次医療圏が 9.8％であった。 

 

人口 1,000 人当たり医療施設従事医師数の二次医療圏間格差は、2006 年の

16.0 倍から、2008 年には 16.4 倍に拡大した。もともと人口 1,000 人当たり医

療施設従事医師数が多い二次医療圏でさらに増加したためである。一方で、無

医町村は 2006 年の 23 町村から、2008 年には 26 町村に拡大した。 

 

二次医療圏を個々に見ると、医療施設従事医師数は年によってかなり増減して

いる。これを診療科別に見ていくと、1 つの病院で大きな増減があったと推察さ

れるところが多々あった。さらにその要因をさぐっていくと、医師不足による

診療科の休止だけでなく、診療報酬の不正請求やいわゆる「たらい回し」など

事件性のある要因があったケースや、病院の経営形態変更にともない医師が異

動したケースもあった。 

 

これらの分析結果から、以下のような示唆が得られるのではないかと考える。 

 

第一に、OECD 加盟国間で医師数を比較する際には、一般に人口 1,000 人当

たり医師数が用いられるが、医師数そのものだけでなく、人口もきわめて重要

な要素である。現在、医師養成数の増加がはかられているが、将来の人口動向

にも注意しなければならない。 

 

第二に、大学（医局）が医師を集団で引き揚げたことによって医師不足が顕在

化したが、医師は、事件性のある要因や病院経営形態の変化によっても集団で

異動する。このような病院固有の事情は中央（国レベル）では把握できない。

したがって、医師不足および医師偏在の解消のためには、都道府県以下の地域

の役割が重要である。そのためには、2009（平成 21）年度補正予算では減額さ
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れたが、地域医療再生基金28のようなものを設置し、都道府県に財政的余裕を持

たせておくことも必要である。 

 

また、事件性のある要因が生じたり、病院の経営形態を変更せざるを得なかっ

たりする背景には、やはり根本的な医療費の少なさがあると考えられる。 

まずは、診療報酬の引き上げが必要であるが、特定の診療科の報酬を引き上げ

たからといって、偏在化をもたらす医師の異動が抑制されるわけではない。医

師は報酬だけではなく、労働環境なども判断して勤務場所を決定する。医療機

関が他の診療科の医師やコメディカルを安定的に雇用でき、安全対策や訴訟対

策、教育研修、再生産などを不足なく行えるようになってはじめて、特定の診

療科の医師の激務やリスクが解消される。 

さらに、医師不足を解決するためには、医師養成、医師を支えるコメディカル

の養成の増加のための財源が必要であり、高い医療水準を維持するためには教

育を担う医療機関に対する政策的な財源支援も必要である。 

 

2008 年には、2006 年に比べて、産婦人科・産科医師数が増加した。臨床研修

後の若手医師が、産婦人科・産科を選択するケースが増えたためと推察される。

これは、報酬の多い少ないではなく、自らの志にもとづき診療科を選択した結

果であろう。その志を挫折させないためには、医師という職業が魅力あるもの

であって、社会的にじゅうぶんな評価が与えられるものでなくてはならない。 

「お金で解決するのか」という人もいるが、お金をかけなければはじまらない

こともある。日本の今後の人口構造や社会的ニーズの変化を踏まえつつ、しか

るべき財源を投入しつづけることが期待される。 

 

 

                                            
28 予算科目は「地域医療再生臨時特例交付金」。2009 年度当初予算で 3,100 億円計上されたが、750 億円

が執行停止になった。厚生労働省「平成 21 年度補正予算の執行停止について」（2009 年 10 月）より。 
http://www.mhlw.go.jp/wp/yosan/yosan/09hosei/dl/teisi01.pdf 
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6. 資料編（医療施設従事医師数） 
 

6.1. 人口 1,000 人当たり医師数 

人口1,000人対医療施設従事医師数 （人）

2006年 2008年 2007.3.31 2009.3.31 2006年 2008年

南渡島 866 868 420,383 412,111 2.1 2.1
南檜山 37 31 29,573 28,193 1.3 1.1
北渡島檜山 55 47 43,690 42,018 1.3 1.1
札幌 5,718 5,991 2,303,327 2,313,130 2.5 2.6
後志 451 419 246,217 238,803 1.8 1.8
南空知 299 301 192,024 185,887 1.6 1.6
中空知 242 247 126,869 122,401 1.9 2.0
北空知 73 69 38,149 36,842 1.9 1.9
西胆振 450 399 207,188 203,815 2.2 2.0
東胆振 325 342 218,658 217,645 1.5 1.6
日高 86 79 79,931 77,367 1.1 1.0
上川中部 1,202 1,238 415,400 411,868 2.9 3.0
上川北部 110 115 74,557 73,118 1.5 1.6
富良野 55 59 47,389 46,342 1.2 1.3
留萌 82 72 60,307 57,776 1.4 1.2
宗谷 71 65 73,972 71,328 1.0 0.9
北網 350 360 238,709 234,212 1.5 1.5
遠紋 107 95 80,819 78,345 1.3 1.2
十勝 539 567 357,007 353,726 1.5 1.6
釧路 389 394 262,365 256,185 1.5 1.5
根室 72 72 84,171 82,444 0.9 0.9
津軽地域 827 827 317,197 311,328 2.6 2.7
八戸地域 554 547 352,867 347,349 1.6 1.6
青森地域 593 589 340,583 334,599 1.7 1.8
西北五地域 155 142 156,110 151,291 1.0 0.9
上十三地域 202 214 193,321 189,334 1.0 1.1
下北地域 95 109 85,514 83,377 1.1 1.3
盛岡 1,233 1,257 482,834 479,005 2.6 2.6
岩手中部 306 306 237,653 235,406 1.3 1.3
胆江 211 213 146,568 144,480 1.4 1.5
両磐 206 209 143,315 140,134 1.4 1.5
気仙 97 90 74,302 72,333 1.3 1.2
釜石 73 75 59,430 57,414 1.2 1.3
宮古 115 106 99,629 96,412 1.2 1.1
久慈 78 76 68,248 66,445 1.1 1.1
二戸 75 78 65,687 63,576 1.1 1.2
仙南 241 233 190,536 186,946 1.3 1.2

仙台 3,475 3,654 1,443,147 1,451,445 2.4 2.5
大崎 311 299 217,682 214,307 1.4 1.4
栗原 97 99 80,526 78,337 1.2 1.3
登米 88 82 89,439 87,087 1.0 0.9
石巻 299 314 222,832 219,016 1.3 1.4
気仙沼 105 106 96,323 93,760 1.1 1.1

北海道

青森県

岩手県

宮城県

医療施設従事医師数 人口1,000人対医師数
都道府県 二次医療圏

人口
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人口1,000人対医療施設従事医師数 （人）

2006年 2008年 2007.3.31 2009.3.31 2006年 2008年

大館・鹿角 175 178 126,821 123,437 1.4 1.4
北秋田 48 43 42,686 41,103 1.1 1.0
能代・山本 139 144 97,454 94,349 1.4 1.5
秋田周辺 1,112 1,145 427,678 420,899 2.6 2.7
由利本荘・にかほ 207 197 118,394 116,089 1.7 1.7
大仙・仙北 196 198 149,356 145,988 1.3 1.4
横手 180 189 104,522 102,322 1.7 1.8
湯沢・雄勝 85 86 76,918 74,548 1.1 1.2
村山 1,326 1,373 571,930 566,495 2.3 2.4
最上 112 112 89,919 87,374 1.2 1.3
置賜 344 362 234,433 229,616 1.5 1.6
庄内 488 475 307,817 301,615 1.6 1.6
県北 1,178 1,217 509,198 503,671 2.3 2.4
県中 1,006 1,044 557,732 554,544 1.8 1.9
県南 203 215 153,738 152,030 1.3 1.4
会津 436 448 275,848 269,938 1.6 1.7
南会津 29 31 32,795 31,647 0.9 1.0
相双 220 230 203,102 200,183 1.1 1.1
いわき 591 575 357,026 351,756 1.7 1.6
水戸 817 900 477,117 475,630 1.7 1.9
日立 373 375 283,484 278,765 1.3 1.3
常陸太田・ひたちなか 340 320 381,162 379,372 0.9 0.8
鹿行 239 244 279,393 279,129 0.9 0.9
土浦 479 465 270,536 268,782 1.8 1.7
つくば 908 995 301,039 308,369 3.0 3.2
取手・竜ヶ崎 667 720 468,202 470,201 1.4 1.5
筑西・下妻 261 263 284,861 280,843 0.9 0.9
古河・坂東 275 273 240,321 238,548 1.1 1.1
県北 475 464 391,674 391,019 1.2 1.2
県西 246 250 205,818 203,161 1.2 1.2
県東・央 1,042 1,073 651,127 655,184 1.6 1.6
県南 1,734 1,792 475,050 475,232 3.7 3.8
両毛 434 454 282,694 279,358 1.5 1.6
前橋 1,291 1,248 342,136 340,865 3.8 3.7
高崎・安中 700 753 405,599 407,299 1.7 1.8
渋川 209 212 120,204 119,636 1.7 1.8
藤岡 163 167 99,848 99,012 1.6 1.7
富岡 164 160 81,419 79,774 2.0 2.0
吾妻 92 87 65,453 63,795 1.4 1.4
沼田 150 151 95,267 92,859 1.6 1.6
伊勢崎 392 416 235,029 236,574 1.7 1.8
桐生 335 316 180,570 177,583 1.9 1.8
太田・館林 530 516 390,711 391,445 1.4 1.3

二次医療圏
医療施設従事医師数 人口 人口1,000人対医師数

都道府県

栃木県

群馬県

秋田県

山形県

福島県

茨城県
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人口1,000人対医療施設従事医師数 （人）

2006年 2008年 2007.3.31 2009.3.31 2006年 2008年

東部 1,385 1,473 1,150,372 1,160,986 1.2 1.3
中央 3,286 3,476 2,431,272 2,466,053 1.4 1.4
西部第一 2,379 2,422 1,630,407 1,646,294 1.5 1.5
西部第二 863 955 371,669 372,401 2.3 2.6
比企 256 233 220,763 218,282 1.2 1.1
秩父 156 142 114,715 112,273 1.4 1.3
児玉 132 132 137,318 136,729 1.0 1.0
大里 541 528 386,594 384,827 1.4 1.4
利根 580 593 598,934 598,424 1.0 1.0
千葉 2,140 2,244 910,142 925,951 2.4 2.4
東葛南部 2,178 2,439 1,630,073 1,662,472 1.3 1.5
東葛北部 1,818 1,922 1,293,469 1,315,479 1.4 1.5
印旛 973 968 693,196 703,830 1.4 1.4
香取海匝 540 507 313,414 306,200 1.7 1.7
山武長生夷隅 432 441 469,297 463,918 0.9 1.0
安房 424 463 142,477 140,069 3.0 3.3
君津 369 391 326,245 326,781 1.1 1.2
市原 448 480 279,935 279,753 1.6 1.7
区中央部 7,830 8,383 683,608 711,835 11.5 11.8
区南部 2,573 2,840 1,004,750 1,020,984 2.6 2.8
区西南部 3,644 3,779 1,269,873 1,280,194 2.9 3.0
区西部 5,076 5,306 1,096,987 1,110,222 4.6 4.8
区西北部 3,600 3,879 1,749,173 1,771,432 2.1 2.2
区東北部 1,877 1,915 1,235,570 1,254,003 1.5 1.5
区東部 2,005 2,139 1,299,734 1,328,249 1.5 1.6
西多摩 497 563 392,819 392,294 1.3 1.4
南多摩 2,053 2,070 1,341,577 1,363,597 1.5 1.5
北多摩西部 975 1,068 617,782 625,238 1.6 1.7
北多摩南部 2,320 2,456 942,124 956,790 2.5 2.6
北多摩北部 1,123 1,187 699,124 705,457 1.6 1.7
島しょ 31 31 28,615 27,963 1.1 1.1
横浜北部 2,109 2,377 1,439,446 1,469,221 1.5 1.6
横浜西部 1,723 1,826 1,081,798 1,094,241 1.6 1.7
横浜南部 2,313 2,482 1,041,739 1,042,489 2.2 2.4
川崎北部 1,275 1,350 760,760 782,201 1.7 1.7
川崎南部 1,179 1,305 555,246 576,862 2.1 2.3
横須賀・三浦 1,304 1,286 748,173 745,938 1.7 1.7
湘南東部 1,002 1,066 674,066 684,227 1.5 1.6
湘南西部 1,258 1,313 579,094 580,472 2.2 2.3
県央 1,007 1,037 811,755 819,008 1.2 1.3
相模原 1,477 1,573 688,385 694,752 2.1 2.3
県西 549 553 360,563 358,918 1.5 1.5
下越 314 336 230,363 226,243 1.4 1.5
新潟 2,037 2,078 924,060 921,165 2.2 2.3
県央 316 300 245,183 242,545 1.3 1.2
中越 680 682 429,145 425,144 1.6 1.6
魚沼 277 265 233,670 229,425 1.2 1.2
上越 421 426 296,183 292,118 1.4 1.5
佐渡 89 82 67,079 65,163 1.3 1.3

埼玉県

千葉県

神奈川県

新潟県

東京都

都道府県 二次医療圏
医療施設従事医師数 人口 人口1,000人対医師数
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人口1,000人対医療施設従事医師数 （人）

2006年 2008年 2007.3.31 2009.3.31 2006年 2008年

新川 242 245 132,078 130,199 1.8 1.9
富山 1,342 1,373 505,977 504,789 2.7 2.7
高岡 595 588 331,781 327,701 1.8 1.8
砺波 264 256 140,877 138,948 1.9 1.8
南加賀 369 356 239,102 238,091 1.5 1.5
石川中央 2,102 2,152 697,348 700,990 3.0 3.1
能登中部 231 239 146,733 143,337 1.6 1.7
能登北部 106 97 86,066 82,595 1.2 1.2
福井・坂井 1,164 1,229 411,494 410,179 2.8 3.0
奥越 72 70 65,600 63,920 1.1 1.1
丹南 222 232 192,163 190,921 1.2 1.2
嶺南 230 227 149,186 147,424 1.5 1.5
中北 1,155 1,210 467,922 465,965 2.5 2.6
峡東 239 251 147,425 145,756 1.6 1.7
峡南 67 64 63,503 61,565 1.1 1.0
富士・東部 234 249 196,771 193,836 1.2 1.3
佐久 437 419 214,194 213,169 2.0 2.0
上小 293 280 205,046 203,460 1.4 1.4
諏訪 378 412 207,704 206,187 1.8 2.0
上伊那 259 256 190,482 189,586 1.4 1.4
飯伊 287 276 173,959 171,657 1.6 1.6
木曽 44 37 33,116 32,047 1.3 1.2
松本 1,288 1,368 427,793 427,455 3.0 3.2
大北 104 104 65,188 64,066 1.6 1.6
長野 915 966 566,935 562,909 1.6 1.7
北信 154 146 100,179 98,390 1.5 1.5
岐阜 1,802 1,840 802,564 803,711 2.2 2.3
西濃 555 579 389,349 386,212 1.4 1.5
中濃 478 511 384,469 381,997 1.2 1.3
東濃 538 545 359,918 356,367 1.5 1.5
飛騨 268 259 164,113 161,126 1.6 1.6
賀茂 117 89 78,282 76,186 1.5 1.2
熱海伊東 242 263 116,551 114,918 2.1 2.3
駿東田方 1,263 1,303 679,792 679,011 1.9 1.9
富士 493 506 389,559 390,367 1.3 1.3
静岡 1,357 1,436 721,564 718,623 1.9 2.0
志太榛原 668 640 478,081 477,027 1.4 1.3
中東遠 512 545 464,522 466,225 1.1 1.2
西部 1,800 1,920 847,016 851,337 2.1 2.3

二次医療圏
医療施設従事医師数 人口 人口1,000人対医師数

都道府県

岐阜県

静岡県

石川県

福井県

山梨県

長野県

富山県
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人口1,000人対医療施設従事医師数 （人）

2006年 2008年 2007.3.31 2009.3.31 2006年 2008年

名古屋 5,698 5,875 2,154,287 2,173,945 2.6 2.7
海部 387 450 330,417 331,868 1.2 1.4
尾張中部 111 113 154,841 157,540 0.7 0.7
尾張東部 1,367 1,468 435,044 443,254 3.1 3.3
尾張西部 718 724 510,832 514,253 1.4 1.4
尾張北部 1,007 1,005 714,336 720,836 1.4 1.4
知多半島 757 716 597,322 604,729 1.3 1.2
西三河北部 602 634 455,076 462,443 1.3 1.4
西三河南部 1,422 1,438 1,039,810 1,054,480 1.4 1.4
東三河北部 71 70 64,515 63,139 1.1 1.1
東三河南部 1,068 1,081 689,134 691,863 1.5 1.6
北勢 1,271 1,322 817,682 825,538 1.6 1.6
中勢伊賀 1,093 1,100 464,435 461,497 2.4 2.4
南勢志摩 849 880 488,276 483,246 1.7 1.8
東紀州 119 120 86,697 83,769 1.4 1.4
大津 980 1,055 325,413 330,041 3.0 3.2
湖南 566 611 298,935 306,371 1.9 2.0
甲賀 160 173 145,803 145,558 1.1 1.2
東近江 333 323 230,994 230,765 1.4 1.4
湖東 243 224 151,336 152,024 1.6 1.5
湖北 293 296 164,466 163,703 1.8 1.8
湖西 74 66 54,630 53,859 1.4 1.2
丹後 167 157 113,516 110,653 1.5 1.4
中丹 421 420 211,603 208,896 2.0 2.0
南丹 243 234 146,869 145,057 1.7 1.6
京都・乙訓 5,573 5,716 1,538,204 1,536,066 3.6 3.7
山城北 682 675 440,123 440,744 1.5 1.5
山城南 126 138 111,967 114,234 1.1 1.2
豊能 3,078 3,090 998,123 1,001,532 3.1 3.1
三島 1,556 1,614 735,146 737,196 2.1 2.2
北河内 2,261 2,363 1,183,482 1,182,005 1.9 2.0
中河内 1,351 1,394 833,715 828,023 1.6 1.7
南河内 1,581 1,579 647,512 641,658 2.4 2.5
堺市 1,553 1,524 831,715 835,492 1.9 1.8
泉州 1,665 1,672 924,953 925,563 1.8 1.8
大阪市 7,900 8,186 2,510,459 2,525,153 3.1 3.2
神戸 3,937 4,149 1,502,772 1,508,200 2.6 2.8
阪神南 2,441 2,530 1,012,861 1,022,192 2.4 2.5
阪神北 1,152 1,170 720,991 727,687 1.6 1.6
東播磨 1,169 1,175 720,267 722,108 1.6 1.6
北播磨 470 448 291,764 288,562 1.6 1.6
中播磨 1,037 1,069 580,147 579,877 1.8 1.8
西播磨 400 398 284,431 280,669 1.4 1.4
但馬 318 300 194,869 190,192 1.6 1.6
丹波 183 173 117,711 115,422 1.6 1.5
淡路 264 276 154,684 151,345 1.7 1.8

二次医療圏
医療施設従事医師数 人口 人口1,000人対医師数

都道府県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

愛知県

三重県
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人口1,000人対医療施設従事医師数 （人）

2006年 2008年 2007.3.31 2009.3.31 2006年 2008年

奈良 720 760 367,902 365,655 2.0 2.1
東和 579 545 226,741 223,446 2.6 2.4
西和 503 582 356,015 354,582 1.4 1.6
中和 909 888 384,253 384,322 2.4 2.3
南和 135 132 90,397 86,965 1.5 1.5
和歌山 1,485 1,528 454,427 450,267 3.3 3.4
那賀 178 182 121,244 120,728 1.5 1.5
橋本 174 184 99,104 97,041 1.8 1.9
有田 135 124 84,317 82,511 1.6 1.5
御坊 143 150 71,082 69,697 2.0 2.2
田辺 267 280 143,868 141,113 1.9 2.0
新宮 150 153 79,854 77,372 1.9 2.0
東部 483 492 245,033 241,994 2.0 2.0
中部 210 213 114,073 111,991 1.8 1.9
西部 877 880 247,589 244,500 3.5 3.6
松江 584 572 252,172 250,457 2.3 2.3
雲南 85 79 66,876 65,010 1.3 1.2
出雲 689 693 174,669 173,926 3.9 4.0
大田 112 109 63,854 61,914 1.8 1.8
浜田 175 183 88,930 86,628 2.0 2.1
益田 147 136 69,232 67,392 2.1 2.0
隠岐 34 29 23,347 22,466 1.5 1.3
県南東部 2,625 2,792 906,983 906,969 2.9 3.1
県南西部 1,772 1,745 718,136 717,408 2.5 2.4
高梁・新見 100 92 72,307 70,110 1.4 1.3
真庭 83 79 53,933 52,752 1.5 1.5
津山・英田 332 340 200,061 196,625 1.7 1.7
広島 3,176 3,267 1,325,068 1,332,160 2.4 2.5
広島西 306 312 147,787 147,056 2.1 2.1
呉 790 776 279,420 274,152 2.8 2.8
広島中央 378 376 216,729 216,160 1.7 1.7
尾三 578 574 274,766 270,099 2.1 2.1
福山・府中 954 1,007 520,962 519,758 1.8 1.9
備北 216 212 102,691 99,915 2.1 2.1
岩国 309 293 156,771 154,165 2.0 1.9
柳井 167 163 91,712 89,424 1.8 1.8
周南 458 479 263,734 262,463 1.7 1.8
山口・防府 647 648 313,658 313,463 2.1 2.1
宇部・小野田 967 952 272,247 268,582 3.6 3.5
下関 661 693 287,810 283,649 2.3 2.4
長門 69 67 41,135 39,807 1.7 1.7
萩 98 97 62,109 60,162 1.6 1.6
東部Ⅰ 1,451 1,473 458,823 456,188 3.2 3.2
東部Ⅱ 178 179 88,765 87,191 2.0 2.1
南部Ⅰ 330 340 141,552 139,223 2.3 2.4
南部Ⅱ 39 38 26,081 24,898 1.5 1.5
西部Ⅰ 85 90 46,395 45,025 1.8 2.0
西部Ⅱ 91 84 50,062 48,300 1.8 1.7

二次医療圏
医療施設従事医師数 人口 人口1,000人対医師数

都道府県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

 

日医総研 二次医療圏別に見た医師不足と医師偏在（2008 年版） 
46 



人口1,000人対医療施設従事医師数 （人）

2006年 2008年 2007.3.31 2009.3.31 2006年 2008年

大川 141 133 92,152 90,095 1.5 1.5
小豆 52 47 34,114 33,083 1.5 1.4
高松 1,291 1,371 455,305 455,637 2.8 3.0
中讃 670 677 303,461 301,708 2.2 2.2
三豊 254 242 138,042 136,017 1.8 1.8
宇摩 141 140 94,690 93,574 1.5 1.5
新居浜・西条 474 456 242,043 240,475 2.0 1.9
今治 305 308 183,619 180,824 1.7 1.7
松山 1,802 1,938 654,325 653,688 2.8 3.0
八幡浜・大洲 290 281 170,165 164,914 1.7 1.7
宇和島 263 261 134,933 130,832 1.9 2.0
安芸 94 86 59,548 57,057 1.6 1.5
中央 1,711 1,741 564,771 557,111 3.0 3.1
高幡 90 93 66,514 64,377 1.4 1.4
幡多 182 180 101,586 98,535 1.8 1.8
福岡・糸島 4,772 4,890 1,464,024 1,485,356 3.3 3.3
粕屋 410 454 264,352 269,187 1.6 1.7
宗像 247 225 150,801 150,599 1.6 1.5
筑紫 681 740 416,854 420,620 1.6 1.8
朝倉 148 145 92,367 90,741 1.6 1.6
久留米 1,867 1,886 466,990 464,049 4.0 4.1
八女・筑後 263 269 141,619 140,100 1.9 1.9
有明 595 571 249,542 243,814 2.4 2.3
飯塚 486 506 194,235 191,581 2.5 2.6
直方・鞍手 188 179 118,204 117,061 1.6 1.5
田川 251 244 144,257 140,768 1.7 1.7
北九州 3,099 3,188 1,132,688 1,125,161 2.7 2.8
京築 274 260 194,378 192,833 1.4 1.3
中部 1,091 1,124 357,905 355,166 3.0 3.2
東部 178 189 119,537 121,550 1.5 1.6
北部 241 266 140,141 138,348 1.7 1.9
西部 118 117 80,713 80,090 1.5 1.5
南部 349 355 170,266 167,002 2.0 2.1
長崎 1,828 1,885 557,593 551,495 3.3 3.4
佐世保 636 622 258,876 255,118 2.5 2.4
県央 743 738 274,430 273,146 2.7 2.7
県南 240 235 156,626 152,675 1.5 1.5
県北 115 122 91,122 88,531 1.3 1.4
五島 75 74 45,238 43,264 1.7 1.7
上五島 31 32 28,221 26,791 1.1 1.2
壱岐 43 41 31,843 30,967 1.4 1.3
対馬 54 57 38,197 36,417 1.4 1.6

二次医療圏
医療施設従事医師数 人口 人口1,000人対医師数

都道府県

佐賀県

長崎県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県
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人口1,000人対医療施設従事医師数 （人）

2006年 2008年 2007.3.31 2009.3.31 2006年 2008年

熊本 2,469 2,498 670,521 672,422 3.7 3.7
宇城 188 191 135,004 133,965 1.4 1.4
有明 293 274 175,338 173,307 1.7 1.6
鹿本 139 145 90,090 88,768 1.5 1.6
菊池 278 285 169,387 172,814 1.6 1.6
阿蘇 79 80 71,534 70,360 1.1 1.1
上益城 107 119 91,486 90,375 1.2 1.3
八代 290 294 151,086 148,626 1.9 2.0
芦北 137 135 55,666 54,093 2.5 2.5
球磨 178 181 101,311 98,799 1.8 1.8
天草 248 248 140,650 135,780 1.8 1.8
東部 573 563 221,041 218,963 2.6 2.6
中部 1,480 1,570 567,210 569,866 2.6 2.8
南部 142 143 82,588 80,780 1.7 1.8
豊肥 113 107 69,299 67,360 1.6 1.6
西部 141 148 104,497 102,192 1.3 1.4
北部 320 308 173,431 171,881 1.8 1.8
宮崎東諸県 1,231 1,284 428,586 429,378 2.9 3.0
都城北諸県 347 353 198,571 196,626 1.7 1.8
宮崎県北部 272 274 161,387 158,336 1.7 1.7
日南串間 160 153 83,908 81,535 1.9 1.9
西諸 136 140 85,580 83,369 1.6 1.7
西都児湯 129 133 112,386 110,508 1.1 1.2
日向入郷 132 133 97,091 96,092 1.4 1.4
鹿児島 2,118 2,187 687,023 686,082 3.1 3.2
南薩 306 293 155,629 150,964 2.0 1.9
川薩 242 232 128,046 126,142 1.9 1.8
出水 149 128 94,828 92,724 1.6 1.4
姶良・伊佐 413 419 246,873 245,112 1.7 1.7
曽於 100 93 94,029 91,481 1.1 1.0
肝属 278 281 171,516 167,935 1.6 1.7
熊毛 50 50 47,545 46,075 1.1 1.1
奄美 193 193 126,021 122,039 1.5 1.6
北部 177 187 102,574 102,072 1.7 1.8
中部 806 787 477,401 482,169 1.7 1.6
南部 1,703 1,863 697,467 704,069 2.4 2.6
宮古 87 88 56,788 55,952 1.5 1.6
八重山 76 82 53,288 53,550 1.4 1.5

全国 263,540 271,897 127,053,471 127,076,183 2.1 2.1
*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」、総務省「住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数」

二次医療圏
医療施設従事医師数 人口 人口1,000人対医師数

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

都道府県

熊本県

大分県
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6.2. 産婦人科・産科医師数 

産科および産婦人科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

南渡島 29 29 0 0.0%
南檜山 1 0 -1 －
北渡島檜山 3 2 -1 -33.3%
札幌 167 178 11 6.6%
後志 9 9 0 0.0%
南空知 6 5 -1 -16.7%
中空知 6 6 0 0.0%
北空知 2 1 -1 -50.0%
西胆振 9 11 2 22.2%
東胆振 14 16 2 14.3%
日高 1 1 0 0.0%
上川中部 47 46 -1 -2.1%
上川北部 4 4 0 0.0%
富良野 1 1 0 0.0%
留萌 1 0 -1 －
宗谷 2 2 0 0.0%
北網 14 13 -1 -7.1%
遠紋 5 4 -1 -20.0%
十勝 19 17 -2 -10.5%
釧路 16 14 -2 -12.5%
根室 3 5 2 66.7%
津軽地域 29 37 8 27.6%
八戸地域 18 16 -2 -11.1%
青森地域 23 22 -1 -4.3%
西北五地域 4 5 1 25.0%
上十三地域 6 7 1 16.7%
下北地域 6 6 0 0.0%
盛岡 45 50 5 11.1%
岩手中部 8 10 2 25.0%
胆江 8 6 -2 -25.0%
両磐 9 10 1 11.1%
気仙 4 5 1 25.0%
釜石 3 1 -2 -66.7%
宮古 6 7 1 16.7%
久慈 3 2 -1 -33.3%
二戸 4 6 2 50.0%
仙南 9 10 1 11.1%
仙台 134 154 20 14.9%
大崎 12 9 -3 -25.0%
栗原 1 1 0 0.0%
登米 3 1 -2 -66.7%
石巻 14 11 -3 -21.4%
気仙沼 4 4 0 0.0%

北海道

青森県

岩手県

宮城県
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産科および産婦人科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

大館・鹿角 6 7 1 16.7%
北秋田 1 2 1 100.0%
能代・山本 7 7 0 0.0%
秋田周辺 48 49 1 2.1%
由利本荘・にかほ 7 7 0 0.0%
大仙・仙北 8 8 0 0.0%
横手 8 10 2 25.0%
湯沢・雄勝 3 3 0 0.0%
村山 57 56 -1 -1.8%
最上 6 5 -1 -16.7%
置賜 15 14 -1 -6.7%
庄内 22 20 -2 -9.1%
県北 47 47 0 0.0%
県中 37 41 4 10.8%
県南 10 10 0 0.0%
会津 14 12 -2 -14.3%
南会津 1 0 -1 －
相双 13 10 -3 -23.1%
いわき 20 16 -4 -20.0%
水戸 41 41 0 0.0%
日立 12 13 1 8.3%
常陸太田・ひたちなか 15 15 0 0.0%
鹿行 12 13 1 8.3%
土浦 25 25 0 0.0%
つくば 30 37 7 23.3%
取手・竜ヶ崎 30 28 -2 -6.7%
筑西・下妻 16 16 0 0.0%
古河・坂東 12 10 -2 -16.7%
県北 27 26 -1 -3.7%
県西 11 11 0 0.0%
県東・央 44 42 -2 -4.5%
県南 90 89 -1 -1.1%
両毛 21 24 3 14.3%
前橋 57 58 1 1.8%
高崎・安中 33 39 6 18.2%
渋川 8 6 -2 -25.0%
藤岡 7 5 -2 -28.6%
富岡 6 5 -1 -16.7%
吾妻 3 2 -1 -33.3%
沼田 6 7 1 16.7%
伊勢崎 12 13 1 8.3%
桐生 14 15 1 7.1%
太田・館林 22 18 -4 -18.2%

栃木県

群馬県

秋田県

山形県

福島県

茨城県
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産科および産婦人科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

東部 53 64 11 20.8%
中央 141 149 8 5.7%
西部第一 110 114 4 3.6%
西部第二 31 31 0 0.0%
比企 15 15 0 0.0%
秩父 5 4 -1 -20.0%
児玉 7 5 -2 -28.6%
大里 22 27 5 22.7%
利根 27 31 4 14.8%
千葉 66 69 3 4.5%
東葛南部 122 122 0 0.0%
東葛北部 78 77 -1 -1.3%
印旛 48 48 0 0.0%
香取海匝 21 17 -4 -19.0%
山武長生夷隅 14 11 -3 -21.4%
安房 19 26 7 36.8%
君津 17 15 -2 -11.8%
市原 22 20 -2 -9.1%
区中央部 279 302 23 8.2%
区南部 93 113 20 21.5%
区西南部 164 164 0 0.0%
区西部 199 209 10 5.0%
区西北部 153 162 9 5.9%
区東北部 60 69 9 15.0%
区東部 84 76 -8 -9.5%
西多摩 19 23 4 21.1%
南多摩 82 84 2 2.4%
北多摩西部 43 41 -2 -4.7%
北多摩南部 80 91 11 13.8%
北多摩北部 37 35 -2 -5.4%
島しょ 2 2 0 0.0%
横浜北部 106 118 12 11.3%
横浜西部 63 65 2 3.2%
横浜南部 96 105 9 9.4%
川崎北部 52 56 4 7.7%
川崎南部 58 60 2 3.4%
横須賀・三浦 38 30 -8 -21.1%
湘南東部 40 38 -2 -5.0%
湘南西部 59 62 3 5.1%
県央 43 47 4 9.3%
相模原 64 70 6 9.4%
県西 19 19 0 0.0%
下越 12 11 -1 -8.3%
新潟 75 83 8 10.7%
県央 14 13 -1 -7.1%
中越 20 24 4 20.0%
魚沼 10 11 1 10.0%
上越 16 16 0 0.0%
佐渡 3 3 0 0.0%

東京都

神奈川県

新潟県

埼玉県

千葉県
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産科および産婦人科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

新川 8 9 1 12.5%
富山 51 54 3 5.9%
高岡 21 22 1 4.8%
砺波 10 11 1 10.0%
南加賀 18 15 -3 -16.7%
石川中央 77 79 2 2.6%
能登中部 8 7 -1 -12.5%
能登北部 3 3 0 0.0%
福井・坂井 52 53 1 1.9%
奥越 3 2 -1 -33.3%
丹南 11 11 0 0.0%
嶺南 8 9 1 12.5%
中北 55 55 0 0.0%
峡東 7 4 -3 -42.9%
峡南 0 0 0 －
富士・東部 16 15 -1 -6.3%
佐久 13 14 1 7.7%
上小 10 7 -3 -30.0%
諏訪 23 21 -2 -8.7%
上伊那 9 12 3 33.3%
飯伊 10 6 -4 -40.0%
木曽 2 2 0 0.0%
松本 59 55 -4 -6.8%
大北 4 3 -1 -25.0%
長野 36 39 3 8.3%
北信 6 9 3 50.0%
岐阜 89 86 -3 -3.4%
西濃 21 23 2 9.5%
中濃 16 22 6 37.5%
東濃 22 20 -2 -9.1%
飛騨 10 9 -1 -10.0%
賀茂 3 2 -1 -33.3%
熱海伊東 11 8 -3 -27.3%
駿東田方 50 43 -7 -14.0%
富士 22 21 -1 -4.5%
静岡 55 58 3 5.5%
志太榛原 25 20 -5 -20.0%
中東遠 20 22 2 10.0%
西部 78 96 18 23.1%

岐阜県

静岡県

石川県

福井県

山梨県

長野県

富山県
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産科および産婦人科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

名古屋 255 248 -7 -2.7%
海部 13 19 6 46.2%
尾張中部 6 4 -2 -33.3%
尾張東部 54 62 8 14.8%
尾張西部 28 32 4 14.3%
尾張北部 35 42 7 20.0%
知多半島 38 30 -8 -21.1%
西三河北部 26 29 3 11.5%
西三河南部 74 67 -7 -9.5%
東三河北部 3 3 0 0.0%
東三河南部 42 45 3 7.1%
北勢 51 57 6 11.8%
中勢伊賀 41 41 0 0.0%
南勢志摩 38 40 2 5.3%
東紀州 7 7 0 0.0%
大津 32 34 2 6.3%
湖南 18 24 6 33.3%
甲賀 4 6 2 50.0%
東近江 11 11 0 0.0%
湖東 6 4 -2 -33.3%
湖北 6 9 3 50.0%
湖西 1 2 1 100.0%
丹後 8 8 0 0.0%
中丹 15 19 4 26.7%
南丹 8 8 0 0.0%
京都・乙訓 186 192 6 3.2%
山城北 25 20 -5 -20.0%
山城南 5 7 2 40.0%
豊能 96 124 28 29.2%
三島 57 66 9 15.8%
北河内 90 86 -4 -4.4%
中河内 64 59 -5 -7.8%
南河内 55 50 -5 -9.1%
堺市 60 52 -8 -13.3%
泉州 65 67 2 3.1%
大阪市 256 281 25 9.8%
神戸 151 151 0 0.0%
阪神南 87 101 14 16.1%
阪神北 44 46 2 4.5%
東播磨 56 60 4 7.1%
北播磨 16 12 -4 -25.0%
中播磨 40 40 0 0.0%
西播磨 13 13 0 0.0%
但馬 13 10 -3 -23.1%
丹波 11 7 -4 -36.4%
淡路 11 11 0 0.0%

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

愛知県

三重県
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産科および産婦人科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

奈良 22 31 9 40.9%
東和 20 16 -4 -20.0%
西和 14 18 4 28.6%
中和 27 13 -14 -51.9%
南和 4 3 -1 -25.0%
和歌山 55 58 3 5.5%
那賀 8 5 -3 -37.5%
橋本 6 7 1 16.7%
有田 4 3 -1 -25.0%
御坊 5 5 0 0.0%
田辺 10 9 -1 -10.0%
新宮 5 5 0 0.0%
東部 18 17 -1 -5.6%
中部 12 10 -2 -16.7%
西部 40 34 -6 -15.0%
松江 22 20 -2 -9.1%
雲南 2 2 0 0.0%
出雲 22 25 3 13.6%
大田 4 4 0 0.0%
浜田 5 7 2 40.0%
益田 7 7 0 0.0%
隠岐 1 1 0 0.0%
県南東部 102 107 5 4.9%
県南西部 47 47 0 0.0%
高梁・新見 2 2 0 0.0%
真庭 3 3 0 0.0%
津山・英田 13 11 -2 -15.4%
広島 120 130 10 8.3%
広島西 12 11 -1 -8.3%
呉 21 20 -1 -4.8%
広島中央 7 6 -1 -14.3%
尾三 22 23 1 4.5%
福山・府中 40 39 -1 -2.5%
備北 7 8 1 14.3%
岩国 9 9 0 0.0%
柳井 4 4 0 0.0%
周南 19 22 3 15.8%
山口・防府 27 29 2 7.4%
宇部・小野田 32 33 1 3.1%
下関 18 19 1 5.6%
長門 2 2 0 0.0%
萩 4 3 -1 -25.0%
東部Ⅰ 63 64 1 1.6%
東部Ⅱ 3 3 0 0.0%
南部Ⅰ 10 12 2 20.0%
南部Ⅱ 1 0 -1 －
西部Ⅰ 5 7 2 40.0%
西部Ⅱ 2 1 -1 -50.0%

岡山県

広島県

山口県

徳島県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県
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産科および産婦人科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

大川 4 6 2 50.0%
小豆 1 2 1 100.0%
高松 48 49 1 2.1%
中讃 25 23 -2 -8.0%
三豊 9 9 0 0.0%
宇摩 5 6 1 20.0%
新居浜・西条 18 19 1 5.6%
今治 13 11 -2 -15.4%
松山 65 68 3 4.6%
八幡浜・大洲 8 8 0 0.0%
宇和島 10 9 -1 -10.0%
安芸 1 1 0 0.0%
中央 48 45 -3 -6.3%
高幡 2 1 -1 -50.0%
幡多 7 7 0 0.0%
福岡・糸島 164 165 1 0.6%
粕屋 15 14 -1 -6.7%
宗像 5 5 0 0.0%
筑紫 16 17 1 6.3%
朝倉 4 3 -1 -25.0%
久留米 63 63 0 0.0%
八女・筑後 9 10 1 11.1%
有明 16 18 2 12.5%
飯塚 16 18 2 12.5%
直方・鞍手 2 2 0 0.0%
田川 8 8 0 0.0%
北九州 91 109 18 19.8%
京築 3 3 0 0.0%
中部 38 38 0 0.0%
東部 6 4 -2 -33.3%
北部 9 6 -3 -33.3%
西部 6 6 0 0.0%
南部 13 15 2 15.4%
長崎 69 68 -1 -1.4%
佐世保 24 23 -1 -4.2%
県央 23 25 2 8.7%
県南 13 13 0 0.0%
県北 4 4 0 0.0%
五島 4 4 0 0.0%
上五島 2 2 0 0.0%
壱岐 2 1 -1 -50.0%
対馬 3 3 0 0.0%

佐賀県

長崎県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県
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産科および産婦人科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

熊本 88 93 5 5.7%
宇城 4 5 1 25.0%
有明 10 10 0 0.0%
鹿本 5 5 0 0.0%
菊池 7 7 0 0.0%
阿蘇 2 2 0 0.0%
上益城 2 2 0 0.0%
八代 13 11 -2 -15.4%
芦北 5 3 -2 -40.0%
球磨 5 6 1 20.0%
天草 6 8 2 33.3%
東部 15 15 0 0.0%
中部 55 57 2 3.6%
南部 3 2 -1 -33.3%
豊肥 1 3 2 200.0%
西部 5 4 -1 -20.0%
北部 11 10 -1 -9.1%
宮崎東諸県 56 57 1 1.8%
都城北諸県 16 17 1 6.3%
宮崎県北部 15 15 0 0.0%
日南串間 8 7 -1 -12.5%
西諸 4 4 0 0.0%
西都児湯 3 3 0 0.0%
日向入郷 6 6 0 0.0%
鹿児島 87 88 1 1.1%
南薩 7 8 1 14.3%
川薩 6 6 0 0.0%
出水 5 2 -3 -60.0%
姶良・伊佐 11 12 1 9.1%
曽於 2 2 0 0.0%
肝属 8 9 1 12.5%
熊毛 3 2 -1 -33.3%
奄美 8 11 3 37.5%
北部 2 9 7 350.0%
中部 43 40 -3 -7.0%
南部 78 87 9 11.5%
宮古 3 3 0 0.0%
八重山 6 6 0 0.0%

全国 10,074 10,389 315 3.1%
*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

熊本県

大分県
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6.3. 小児科医師数 

小児科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

南渡島 44 44 0 0.0%
南檜山 2 1 -1 -50.0%
北渡島檜山 5 5 0 0.0%
札幌 280 302 22 7.9%
後志 23 23 0 0.0%
南空知 14 16 2 14.3%
中空知 11 6 -5 -45.5%
北空知 5 4 -1 -20.0%
西胆振 19 14 -5 -26.3%
東胆振 23 22 -1 -4.3%
日高 3 3 0 0.0%
上川中部 75 76 1 1.3%
上川北部 7 7 0 0.0%
富良野 4 5 1 25.0%
留萌 3 2 -1 -33.3%
宗谷 5 5 0 0.0%
北網 20 23 3 15.0%
遠紋 7 7 0 0.0%
十勝 28 25 -3 -10.7%
釧路 21 20 -1 -4.8%
根室 5 7 2 40.0%
津軽地域 47 47 0 0.0%
八戸地域 27 32 5 18.5%
青森地域 38 35 -3 -7.9%
西北五地域 7 6 -1 -14.3%
上十三地域 11 14 3 27.3%
下北地域 6 6 0 0.0%
盛岡 69 69 0 0.0%
岩手中部 18 16 -2 -11.1%
胆江 9 9 0 0.0%
両磐 6 8 2 33.3%
気仙 6 6 0 0.0%
釜石 7 7 0 0.0%
宮古 5 7 2 40.0%
久慈 4 4 0 0.0%
二戸 4 5 1 25.0%
仙南 13 13 0 0.0%
仙台 204 225 21 10.3%
大崎 6 5 -1 -16.7%
栗原 1 3 2 200.0%
登米 4 4 0 0.0%
石巻 17 17 0 0.0%
気仙沼 5 6 1 20.0%

北海道

青森県

岩手県

宮城県
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小児科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

大館・鹿角 10 10 0 0.0%
北秋田 3 3 0 0.0%
能代・山本 8 7 -1 -12.5%
秋田周辺 73 78 5 6.8%
由利本荘・にかほ 8 8 0 0.0%
大仙・仙北 8 8 0 0.0%
横手 8 11 3 37.5%
湯沢・雄勝 4 3 -1 -25.0%
村山 82 80 -2 -2.4%
最上 4 4 0 0.0%
置賜 19 21 2 10.5%
庄内 29 29 0 0.0%
県北 65 71 6 9.2%
県中 69 67 -2 -2.9%
県南 15 14 -1 -6.7%
会津 20 20 0 0.0%
南会津 4 4 0 0.0%
相双 11 12 1 9.1%
いわき 30 27 -3 -10.0%
水戸 49 51 2 4.1%
日立 17 20 3 17.6%
常陸太田・ひたちなか 17 19 2 11.8%
鹿行 9 8 -1 -11.1%
土浦 38 36 -2 -5.3%
つくば 44 44 0 0.0%
取手・竜ヶ崎 32 36 4 12.5%
筑西・下妻 12 15 3 25.0%
古河・坂東 13 16 3 23.1%
県北 31 30 -1 -3.2%
県西 12 11 -1 -8.3%
県東・央 51 61 10 19.6%
県南 101 97 -4 -4.0%
両毛 34 35 1 2.9%
前橋 77 82 5 6.5%
高崎・安中 48 48 0 0.0%
渋川 26 27 1 3.8%
藤岡 8 8 0 0.0%
富岡 6 7 1 16.7%
吾妻 3 1 -2 -66.7%
沼田 7 7 0 0.0%
伊勢崎 23 25 2 8.7%
桐生 32 32 0 0.0%
太田・館林 30 32 2 6.7%

栃木県

群馬県

秋田県

山形県

福島県

茨城県
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小児科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

東部 79 82 3 3.8%
中央 237 222 -15 -6.3%
西部第一 157 168 11 7.0%
西部第二 48 54 6 12.5%
比企 15 11 -4 -26.7%
秩父 9 8 -1 -11.1%
児玉 4 3 -1 -25.0%
大里 27 29 2 7.4%
利根 42 43 1 2.4%
千葉 120 133 13 10.8%
東葛南部 139 159 20 14.4%
東葛北部 97 117 20 20.6%
印旛 57 63 6 10.5%
香取海匝 32 28 -4 -12.5%
山武長生夷隅 22 20 -2 -9.1%
安房 15 18 3 20.0%
君津 20 19 -1 -5.0%
市原 23 25 2 8.7%
区中央部 250 284 34 13.6%
区南部 133 139 6 4.5%
区西南部 240 227 -13 -5.4%
区西部 265 259 -6 -2.3%
区西北部 226 215 -11 -4.9%
区東北部 134 139 5 3.7%
区東部 124 125 1 0.8%
西多摩 21 22 1 4.8%
南多摩 141 143 2 1.4%
北多摩西部 78 80 2 2.6%
北多摩南部 146 166 20 13.7%
北多摩北部 123 140 17 13.8%
島しょ 2 2 0 0.0%
横浜北部 127 160 33 26.0%
横浜西部 103 124 21 20.4%
横浜南部 149 138 -11 -7.4%
川崎北部 82 94 12 14.6%
川崎南部 66 68 2 3.0%
横須賀・三浦 58 56 -2 -3.4%
湘南東部 68 74 6 8.8%
湘南西部 73 83 10 13.7%
県央 62 69 7 11.3%
相模原 76 95 19 25.0%
県西 37 40 3 8.1%
下越 14 18 4 28.6%
新潟 121 120 -1 -0.8%
県央 26 23 -3 -11.5%
中越 47 46 -1 -2.1%
魚沼 17 17 0 0.0%
上越 22 22 0 0.0%
佐渡 4 4 0 0.0%

東京都

神奈川県

新潟県

埼玉県

千葉県
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小児科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

新川 9 9 0 0.0%
富山 89 92 3 3.4%
高岡 39 40 1 2.6%
砺波 10 9 -1 -10.0%
南加賀 22 17 -5 -22.7%
石川中央 121 125 4 3.3%
能登中部 13 14 1 7.7%
能登北部 5 4 -1 -20.0%
福井・坂井 76 77 1 1.3%
奥越 4 4 0 0.0%
丹南 11 13 2 18.2%
嶺南 19 16 -3 -15.8%
中北 78 72 -6 -7.7%
峡東 14 14 0 0.0%
峡南 3 3 0 0.0%
富士・東部 14 16 2 14.3%
佐久 23 23 0 0.0%
上小 15 17 2 13.3%
諏訪 21 25 4 19.0%
上伊那 13 10 -3 -23.1%
飯伊 11 13 2 18.2%
木曽 2 2 0 0.0%
松本 93 106 13 14.0%
大北 5 4 -1 -20.0%
長野 46 47 1 2.2%
北信 8 8 0 0.0%
岐阜 106 107 1 0.9%
西濃 38 42 4 10.5%
中濃 22 22 0 0.0%
東濃 30 30 0 0.0%
飛騨 14 13 -1 -7.1%
賀茂 3 4 1 33.3%
熱海伊東 13 9 -4 -30.8%
駿東田方 65 66 1 1.5%
富士 36 33 -3 -8.3%
静岡 123 153 30 24.4%
志太榛原 45 48 3 6.7%
中東遠 28 31 3 10.7%
西部 101 115 14 13.9%

岐阜県

静岡県

石川県

福井県

山梨県

長野県

富山県
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小児科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

名古屋 290 295 5 1.7%
海部 15 20 5 33.3%
尾張中部 6 8 2 33.3%
尾張東部 73 74 1 1.4%
尾張西部 35 39 4 11.4%
尾張北部 54 64 10 18.5%
知多半島 52 61 9 17.3%
西三河北部 38 38 0 0.0%
西三河南部 92 93 1 1.1%
東三河北部 3 2 -1 -33.3%
東三河南部 61 63 2 3.3%
北勢 69 66 -3 -4.3%
中勢伊賀 77 85 8 10.4%
南勢志摩 45 41 -4 -8.9%
東紀州 4 5 1 25.0%
大津 65 71 6 9.2%
湖南 54 59 5 9.3%
甲賀 12 12 0 0.0%
東近江 22 23 1 4.5%
湖東 14 13 -1 -7.1%
湖北 22 21 -1 -4.5%
湖西 8 8 0 0.0%
丹後 7 7 0 0.0%
中丹 21 18 -3 -14.3%
南丹 23 21 -2 -8.7%
京都・乙訓 277 284 7 2.5%
山城北 51 48 -3 -5.9%
山城南 12 15 3 25.0%
豊能 173 176 3 1.7%
三島 93 91 -2 -2.2%
北河内 115 110 -5 -4.3%
中河内 76 74 -2 -2.6%
南河内 82 89 7 8.5%
堺市 79 72 -7 -8.9%
泉州 111 120 9 8.1%
大阪市 337 354 17 5.0%
神戸 233 248 15 6.4%
阪神南 143 146 3 2.1%
阪神北 75 75 0 0.0%
東播磨 66 63 -3 -4.5%
北播磨 24 25 1 4.2%
中播磨 57 57 0 0.0%
西播磨 13 17 4 30.8%
但馬 15 14 -1 -6.7%
丹波 11 13 2 18.2%
淡路 15 16 1 6.7%

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

愛知県

三重県
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小児科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

奈良 44 42 -2 -4.5%
東和 29 23 -6 -20.7%
西和 25 33 8 32.0%
中和 42 54 12 28.6%
南和 5 2 -3 -60.0%
和歌山 76 69 -7 -9.2%
那賀 17 17 0 0.0%
橋本 6 6 0 0.0%
有田 5 3 -2 -40.0%
御坊 8 9 1 12.5%
田辺 20 18 -2 -10.0%
新宮 4 5 1 25.0%
東部 34 36 2 5.9%
中部 13 12 -1 -7.7%
西部 58 63 5 8.6%
松江 31 32 1 3.2%
雲南 5 4 -1 -20.0%
出雲 38 34 -4 -10.5%
大田 7 6 -1 -14.3%
浜田 11 12 1 9.1%
益田 9 8 -1 -11.1%
隠岐 3 1 -2 -66.7%
県南東部 138 154 16 11.6%
県南西部 86 86 0 0.0%
高梁・新見 5 6 1 20.0%
真庭 1 1 0 0.0%
津山・英田 18 18 0 0.0%
広島 157 159 2 1.3%
広島西 20 22 2 10.0%
呉 47 41 -6 -12.8%
広島中央 24 24 0 0.0%
尾三 35 31 -4 -11.4%
福山・府中 45 49 4 8.9%
備北 8 6 -2 -25.0%
岩国 16 15 -1 -6.3%
柳井 6 5 -1 -16.7%
周南 31 33 2 6.5%
山口・防府 39 38 -1 -2.6%
宇部・小野田 40 35 -5 -12.5%
下関 29 33 4 13.8%
長門 3 3 0 0.0%
萩 3 3 0 0.0%
東部Ⅰ 63 64 1 1.6%
東部Ⅱ 9 9 0 0.0%
南部Ⅰ 19 18 -1 -5.3%
南部Ⅱ 0 0 0 －
西部Ⅰ 3 4 1 33.3%
西部Ⅱ 4 3 -1 -25.0%

岡山県

広島県

山口県

徳島県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

 
 

日医総研 二次医療圏別に見た医師不足と医師偏在（2008 年版） 
62 



小児科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

大川 7 6 -1 -14.3%
小豆 4 5 1 25.0%
高松 68 71 3 4.4%
中讃 42 44 2 4.8%
三豊 10 10 0 0.0%
宇摩 11 7 -4 -36.4%
新居浜・西条 20 24 4 20.0%
今治 20 22 2 10.0%
松山 88 102 14 15.9%
八幡浜・大洲 12 12 0 0.0%
宇和島 16 14 -2 -12.5%
安芸 4 4 0 0.0%
中央 85 76 -9 -10.6%
高幡 2 2 0 0.0%
幡多 10 16 6 60.0%
福岡・糸島 243 249 6 2.5%
粕屋 25 24 -1 -4.0%
宗像 16 13 -3 -18.8%
筑紫 40 37 -3 -7.5%
朝倉 11 6 -5 -45.5%
久留米 128 136 8 6.3%
八女・筑後 11 11 0 0.0%
有明 31 25 -6 -19.4%
飯塚 20 24 4 20.0%
直方・鞍手 8 9 1 12.5%
田川 11 12 1 9.1%
北九州 167 182 15 9.0%
京築 12 11 -1 -8.3%
中部 58 59 1 1.7%
東部 12 13 1 8.3%
北部 9 9 0 0.0%
西部 6 6 0 0.0%
南部 18 16 -2 -11.1%
長崎 79 85 6 7.6%
佐世保 32 31 -1 -3.1%
県央 51 50 -1 -2.0%
県南 7 6 -1 -14.3%
県北 4 4 0 0.0%
五島 3 3 0 0.0%
上五島 2 2 0 0.0%
壱岐 2 3 1 50.0%
対馬 4 4 0 0.0%

佐賀県

長崎県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県
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小児科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

熊本 122 133 11 9.0%
宇城 9 9 0 0.0%
有明 9 9 0 0.0%
鹿本 6 3 -3 -50.0%
菊池 12 14 2 16.7%
阿蘇 2 2 0 0.0%
上益城 3 6 3 100.0%
八代 11 13 2 18.2%
芦北 16 15 -1 -6.3%
球磨 10 9 -1 -10.0%
天草 17 18 1 5.9%
東部 34 35 1 2.9%
中部 86 86 0 0.0%
南部 7 7 0 0.0%
豊肥 5 5 0 0.0%
西部 5 6 1 20.0%
北部 17 19 2 11.8%
宮崎東諸県 59 65 6 10.2%
都城北諸県 15 14 -1 -6.7%
宮崎県北部 14 15 1 7.1%
日南串間 11 10 -1 -9.1%
西諸 5 5 0 0.0%
西都児湯 13 12 -1 -7.7%
日向入郷 4 4 0 0.0%
鹿児島 95 101 6 6.3%
南薩 9 9 0 0.0%
川薩 11 13 2 18.2%
出水 7 6 -1 -14.3%
姶良・伊佐 20 21 1 5.0%
曽於 4 3 -1 -25.0%
肝属 10 10 0 0.0%
熊毛 4 5 1 25.0%
奄美 8 9 1 12.5%
北部 13 14 1 7.7%
中部 52 53 1 1.9%
南部 119 124 5 4.2%
宮古 8 8 0 0.0%
八重山 6 5 -1 -16.7%

全国 14,700 15,236 536 3.6%
*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

熊本県

大分県
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6.4. 精神科医師数 

精神科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

南渡島 39 42 3 7.7%
南檜山 2 2 0 0.0%
北渡島檜山 2 2 0 0.0%
札幌 295 329 34 11.5%
後志 40 37 -3 -7.5%
南空知 19 19 0 0.0%
中空知 24 27 3 12.5%
北空知 5 5 0 0.0%
西胆振 34 34 0 0.0%
東胆振 22 21 -1 -4.5%
日高 7 7 0 0.0%
上川中部 46 52 6 13.0%
上川北部 1 2 1 100.0%
富良野 4 5 1 25.0%
留萌 3 3 0 0.0%
宗谷 4 4 0 0.0%
北網 13 14 1 7.7%
遠紋 2 2 0 0.0%
十勝 26 31 5 19.2%
釧路 20 19 -1 -5.0%
根室 8 8 0 0.0%
津軽地域 32 39 7 21.9%
八戸地域 22 27 5 22.7%
青森地域 35 36 1 2.9%
西北五地域 6 6 0 0.0%
上十三地域 18 18 0 0.0%
下北地域 3 2 -1 -33.3%
盛岡 52 54 2 3.8%
岩手中部 15 17 2 13.3%
胆江 6 6 0 0.0%
両磐 17 16 -1 -5.9%
気仙 4 5 1 25.0%
釜石 4 3 -1 -25.0%
宮古 7 8 1 14.3%
久慈 5 5 0 0.0%
二戸 5 5 0 0.0%
仙南 15 10 -5 -33.3%
仙台 153 172 19 12.4%
大崎 17 16 -1 -5.9%
栗原 1 1 0 0.0%
登米 4 4 0 0.0%
石巻 17 22 5 29.4%
気仙沼 7 7 0 0.0%

北海道

青森県

岩手県

宮城県
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精神科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

大館・鹿角 8 8 0 0.0%
北秋田 2 3 1 50.0%
能代・山本 9 9 0 0.0%
秋田周辺 67 81 14 20.9%
由利本荘・にかほ 15 10 -5 -33.3%
大仙・仙北 17 22 5 29.4%
横手 9 8 -1 -11.1%
湯沢・雄勝 4 4 0 0.0%
村山 67 70 3 4.5%
最上 6 6 0 0.0%
置賜 21 32 11 52.4%
庄内 23 30 7 30.4%
県北 63 68 5 7.9%
県中 51 57 6 11.8%
県南 14 14 0 0.0%
会津 27 26 -1 -3.7%
南会津 0 0 0 －
相双 22 23 1 4.5%
いわき 24 27 3 12.5%
水戸 49 47 -2 -4.1%
日立 22 19 -3 -13.6%
常陸太田・ひたちなか 13 11 -2 -15.4%
鹿行 6 6 0 0.0%
土浦 30 30 0 0.0%
つくば 26 28 2 7.7%
取手・竜ヶ崎 29 33 4 13.8%
筑西・下妻 14 10 -4 -28.6%
古河・坂東 18 18 0 0.0%
県北 26 23 -3 -11.5%
県西 16 22 6 37.5%
県東・央 51 51 0 0.0%
県南 57 65 8 14.0%
両毛 24 25 1 4.2%
前橋 60 64 4 6.7%
高崎・安中 32 39 7 21.9%
渋川 22 24 2 9.1%
藤岡 1 2 1 100.0%
富岡 8 8 0 0.0%
吾妻 4 4 0 0.0%
沼田 3 4 1 33.3%
伊勢崎 24 31 7 29.2%
桐生 10 10 0 0.0%
太田・館林 26 22 -4 -15.4%

栃木県

群馬県

秋田県

山形県

福島県

茨城県
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精神科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

東部 83 82 -1 -1.2%
中央 124 148 24 19.4%
西部第一 120 120 0 0.0%
西部第二 52 48 -4 -7.7%
比企 13 16 3 23.1%
秩父 4 5 1 25.0%
児玉 11 12 1 9.1%
大里 29 35 6 20.7%
利根 27 32 5 18.5%
千葉 104 109 5 4.8%
東葛南部 158 186 28 17.7%
東葛北部 79 86 7 8.9%
印旛 37 38 1 2.7%
香取海匝 27 22 -5 -18.5%
山武長生夷隅 30 32 2 6.7%
安房 17 18 1 5.9%
君津 23 23 0 0.0%
市原 19 22 3 15.8%
区中央部 215 257 42 19.5%
区南部 62 70 8 12.9%
区西南部 215 256 41 19.1%
区西部 161 186 25 15.5%
区西北部 184 209 25 13.6%
区東北部 69 87 18 26.1%
区東部 40 49 9 22.5%
西多摩 47 53 6 12.8%
南多摩 192 199 7 3.6%
北多摩西部 30 29 -1 -3.3%
北多摩南部 151 171 20 13.2%
北多摩北部 100 96 -4 -4.0%
島しょ 0 0 0 －
横浜北部 81 89 8 9.9%
横浜西部 95 114 19 20.0%
横浜南部 92 130 38 41.3%
川崎北部 65 75 10 15.4%
川崎南部 29 32 3 10.3%
横須賀・三浦 61 56 -5 -8.2%
湘南東部 48 56 8 16.7%
湘南西部 58 65 7 12.1%
県央 53 63 10 18.9%
相模原 74 82 8 10.8%
県西 26 37 11 42.3%
下越 24 24 0 0.0%
新潟 84 90 6 7.1%
県央 9 11 2 22.2%
中越 44 42 -2 -4.5%
魚沼 18 20 2 11.1%
上越 18 18 0 0.0%
佐渡 3 5 2 66.7%

東京都

神奈川県

新潟県

埼玉県

千葉県
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精神科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

新川 7 9 2 28.6%
富山 69 73 4 5.8%
高岡 21 24 3 14.3%
砺波 21 16 -5 -23.8%
南加賀 14 15 1 7.1%
石川中央 108 110 2 1.9%
能登中部 7 9 2 28.6%
能登北部 2 1 -1 -50.0%
福井・坂井 54 51 -3 -5.6%
奥越 4 3 -1 -25.0%
丹南 7 8 1 14.3%
嶺南 11 16 5 45.5%
中北 56 65 9 16.1%
峡東 12 12 0 0.0%
峡南 0 0 0 －
富士・東部 11 9 -2 -18.2%
佐久 22 15 -7 -31.8%
上小 15 16 1 6.7%
諏訪 10 14 4 40.0%
上伊那 14 18 4 28.6%
飯伊 9 9 0 0.0%
木曽 1 1 0 0.0%
松本 59 70 11 18.6%
大北 6 10 4 66.7%
長野 46 49 3 6.5%
北信 6 6 0 0.0%
岐阜 71 68 -3 -4.2%
西濃 21 24 3 14.3%
中濃 23 29 6 26.1%
東濃 21 23 2 9.5%
飛騨 15 10 -5 -33.3%
賀茂 9 7 -2 -22.2%
熱海伊東 2 7 5 250.0%
駿東田方 44 43 -1 -2.3%
富士 24 26 2 8.3%
静岡 48 62 14 29.2%
志太榛原 19 20 1 5.3%
中東遠 25 32 7 28.0%
西部 82 94 12 14.6%

岐阜県

静岡県

石川県

福井県

山梨県

長野県

富山県
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精神科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

名古屋 258 276 18 7.0%
海部 15 16 1 6.7%
尾張中部 1 1 0 0.0%
尾張東部 64 68 4 6.3%
尾張西部 27 30 3 11.1%
尾張北部 46 42 -4 -8.7%
知多半島 35 46 11 31.4%
西三河北部 38 40 2 5.3%
西三河南部 56 59 3 5.4%
東三河北部 0 0 0 －
東三河南部 38 43 5 13.2%
北勢 73 79 6 8.2%
中勢伊賀 67 70 3 4.5%
南勢志摩 27 32 5 18.5%
東紀州 8 9 1 12.5%
大津 42 45 3 7.1%
湖南 22 22 0 0.0%
甲賀 9 10 1 11.1%
東近江 11 11 0 0.0%
湖東 8 8 0 0.0%
湖北 10 11 1 10.0%
湖西 1 1 0 0.0%
丹後 2 2 0 0.0%
中丹 28 26 -2 -7.1%
南丹 5 5 0 0.0%
京都・乙訓 214 219 5 2.3%
山城北 44 47 3 6.8%
山城南 1 1 0 0.0%
豊能 130 129 -1 -0.8%
三島 87 98 11 12.6%
北河内 78 95 17 21.8%
中河内 80 79 -1 -1.3%
南河内 57 64 7 12.3%
堺市 91 98 7 7.7%
泉州 135 148 13 9.6%
大阪市 164 197 33 20.1%
神戸 169 201 32 18.9%
阪神南 79 79 0 0.0%
阪神北 42 38 -4 -9.5%
東播磨 50 52 2 4.0%
北播磨 23 21 -2 -8.7%
中播磨 42 48 6 14.3%
西播磨 21 25 4 19.0%
但馬 15 14 -1 -6.7%
丹波 6 6 0 0.0%
淡路 13 14 1 7.7%

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

愛知県

三重県

 

 

日医総研 二次医療圏別に見た医師不足と医師偏在（2008 年版） 
69 



精神科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

奈良 33 38 5 15.2%
東和 6 6 0 0.0%
西和 33 35 2 6.1%
中和 48 49 1 2.1%
南和 1 5 4 400.0%
和歌山 45 51 6 13.3%
那賀 7 6 -1 -14.3%
橋本 6 6 0 0.0%
有田 8 7 -1 -12.5%
御坊 0 3 3 －
田辺 10 11 1 10.0%
新宮 10 10 0 0.0%
東部 25 30 5 20.0%
中部 10 15 5 50.0%
西部 43 46 3 7.0%
松江 39 40 1 2.6%
雲南 1 2 1 100.0%
出雲 33 36 3 9.1%
大田 4 3 -1 -25.0%
浜田 9 12 3 33.3%
益田 6 6 0 0.0%
隠岐 2 1 -1 -50.0%
県南東部 158 171 13 8.2%
県南西部 50 59 9 18.0%
高梁・新見 8 9 1 12.5%
真庭 7 6 -1 -14.3%
津山・英田 16 16 0 0.0%
広島 159 170 11 6.9%
広島西 9 11 2 22.2%
呉 36 44 8 22.2%
広島中央 30 28 -2 -6.7%
尾三 25 30 5 20.0%
福山・府中 46 49 3 6.5%
備北 7 7 0 0.0%
岩国 18 16 -2 -11.1%
柳井 11 11 0 0.0%
周南 19 27 8 42.1%
山口・防府 38 42 4 10.5%
宇部・小野田 48 60 12 25.0%
下関 33 37 4 12.1%
長門 5 5 0 0.0%
萩 6 6 0 0.0%
東部Ⅰ 90 90 0 0.0%
東部Ⅱ 1 1 0 0.0%
南部Ⅰ 3 2 -1 -33.3%
南部Ⅱ 3 4 1 33.3%
西部Ⅰ 5 6 1 20.0%
西部Ⅱ 6 7 1 16.7%

岡山県

広島県

山口県

徳島県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県
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精神科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

大川 5 4 -1 -20.0%
小豆 5 5 0 0.0%
高松 53 55 2 3.8%
中讃 50 47 -3 -6.0%
三豊 9 9 0 0.0%
宇摩 4 8 4 100.0%
新居浜・西条 27 26 -1 -3.7%
今治 9 12 3 33.3%
松山 70 72 2 2.9%
八幡浜・大洲 18 17 -1 -5.6%
宇和島 12 10 -2 -16.7%
安芸 13 11 -2 -15.4%
中央 93 98 5 5.4%
高幡 4 5 1 25.0%
幡多 10 10 0 0.0%
福岡・糸島 209 235 26 12.4%
粕屋 27 31 4 14.8%
宗像 25 26 1 4.0%
筑紫 38 49 11 28.9%
朝倉 10 13 3 30.0%
久留米 106 105 -1 -0.9%
八女・筑後 14 13 -1 -7.1%
有明 32 38 6 18.8%
飯塚 16 21 5 31.3%
直方・鞍手 11 12 1 9.1%
田川 22 25 3 13.6%
北九州 133 138 5 3.8%
京築 23 16 -7 -30.4%
中部 86 93 7 8.1%
東部 17 20 3 17.6%
北部 16 16 0 0.0%
西部 4 5 1 25.0%
南部 20 25 5 25.0%
長崎 92 96 4 4.3%
佐世保 32 37 5 15.6%
県央 53 45 -8 -15.1%
県南 12 13 1 8.3%
県北 5 5 0 0.0%
五島 3 3 0 0.0%
上五島 1 1 0 0.0%
壱岐 3 3 0 0.0%
対馬 3 2 -1 -33.3%

佐賀県

長崎県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県
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精神科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

熊本 129 124 -5 -3.9%
宇城 16 19 3 18.8%
有明 19 18 -1 -5.3%
鹿本 13 15 2 15.4%
菊池 26 29 3 11.5%
阿蘇 10 11 1 10.0%
上益城 11 12 1 9.1%
八代 19 17 -2 -10.5%
芦北 9 6 -3 -33.3%
球磨 7 7 0 0.0%
天草 14 17 3 21.4%
東部 34 30 -4 -11.8%
中部 88 93 5 5.7%
南部 4 4 0 0.0%
豊肥 3 4 1 33.3%
西部 12 13 1 8.3%
北部 15 11 -4 -26.7%
宮崎東諸県 58 61 3 5.2%
都城北諸県 35 30 -5 -14.3%
宮崎県北部 20 22 2 10.0%
日南串間 17 13 -4 -23.5%
西諸 9 10 1 11.1%
西都児湯 10 11 1 10.0%
日向入郷 20 21 1 5.0%
鹿児島 113 123 10 8.8%
南薩 34 29 -5 -14.7%
川薩 13 13 0 0.0%
出水 11 8 -3 -27.3%
姶良・伊佐 36 34 -2 -5.6%
曽於 6 6 0 0.0%
肝属 10 15 5 50.0%
熊毛 3 2 -1 -33.3%
奄美 21 21 0 0.0%
北部 13 13 0 0.0%
中部 60 65 5 8.3%
南部 122 149 27 22.1%
宮古 5 5 0 0.0%
八重山 4 4 0 0.0%

全国 12,474 13,534 1,060 8.5%
*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

熊本県

大分県
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6.5. 整形外科医師数 

整形外科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

南渡島 70 72 2 2.9%
南檜山 3 3 0 0.0%
北渡島檜山 3 2 -1 -33.3%
札幌 400 413 13 3.3%
後志 36 32 -4 -11.1%
南空知 33 29 -4 -12.1%
中空知 14 15 1 7.1%
北空知 6 6 0 0.0%
西胆振 31 26 -5 -16.1%
東胆振 25 25 0 0.0%
日高 6 7 1 16.7%
上川中部 86 89 3 3.5%
上川北部 8 8 0 0.0%
富良野 7 5 -2 -28.6%
留萌 10 8 -2 -20.0%
宗谷 5 4 -1 -20.0%
北網 22 26 4 18.2%
遠紋 11 8 -3 -27.3%
十勝 40 39 -1 -2.5%
釧路 31 37 6 19.4%
根室 6 3 -3 -50.0%
津軽地域 65 70 5 7.7%
八戸地域 48 47 -1 -2.1%
青森地域 46 42 -4 -8.7%
西北五地域 11 10 -1 -9.1%
上十三地域 17 17 0 0.0%
下北地域 7 8 1 14.3%
盛岡 83 84 1 1.2%
岩手中部 22 25 3 13.6%
胆江 19 15 -4 -21.1%
両磐 11 14 3 27.3%
気仙 5 5 0 0.0%
釜石 5 6 1 20.0%
宮古 6 6 0 0.0%
久慈 4 4 0 0.0%
二戸 4 4 0 0.0%
仙南 18 18 0 0.0%
仙台 214 225 11 5.1%
大崎 18 18 0 0.0%
栗原 10 10 0 0.0%
登米 5 5 0 0.0%
石巻 12 15 3 25.0%
気仙沼 8 8 0 0.0%

北海道

青森県

岩手県

宮城県
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整形外科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

大館・鹿角 13 14 1 7.7%
北秋田 3 3 0 0.0%
能代・山本 11 12 1 9.1%
秋田周辺 79 78 -1 -1.3%
由利本荘・にかほ 12 14 2 16.7%
大仙・仙北 12 15 3 25.0%
横手 13 12 -1 -7.7%
湯沢・雄勝 9 9 0 0.0%
村山 116 123 7 6.0%
最上 11 10 -1 -9.1%
置賜 27 27 0 0.0%
庄内 37 39 2 5.4%
県北 88 92 4 4.5%
県中 63 71 8 12.7%
県南 17 19 2 11.8%
会津 39 40 1 2.6%
南会津 1 4 3 300.0%
相双 15 18 3 20.0%
いわき 55 57 2 3.6%
水戸 58 71 13 22.4%
日立 27 25 -2 -7.4%
常陸太田・ひたちなか 26 25 -1 -3.8%
鹿行 23 26 3 13.0%
土浦 33 30 -3 -9.1%
つくば 60 63 3 5.0%
取手・竜ヶ崎 55 57 2 3.6%
筑西・下妻 26 23 -3 -11.5%
古河・坂東 24 25 1 4.2%
県北 36 39 3 8.3%
県西 22 22 0 0.0%
県東・央 85 87 2 2.4%
県南 98 96 -2 -2.0%
両毛 35 37 2 5.7%
前橋 91 97 6 6.6%
高崎・安中 57 60 3 5.3%
渋川 6 6 0 0.0%
藤岡 18 19 1 5.6%
富岡 13 15 2 15.4%
吾妻 11 12 1 9.1%
沼田 10 10 0 0.0%
伊勢崎 27 31 4 14.8%
桐生 26 22 -4 -15.4%
太田・館林 52 54 2 3.8%

栃木県

群馬県

秋田県

山形県

福島県

茨城県
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整形外科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

東部 95 101 6 6.3%
中央 242 250 8 3.3%
西部第一 147 154 7 4.8%
西部第二 53 53 0 0.0%
比企 23 20 -3 -13.0%
秩父 12 12 0 0.0%
児玉 10 10 0 0.0%
大里 41 36 -5 -12.2%
利根 50 46 -4 -8.0%
千葉 148 134 -14 -9.5%
東葛南部 185 206 21 11.4%
東葛北部 112 126 14 12.5%
印旛 68 66 -2 -2.9%
香取海匝 40 41 1 2.5%
山武長生夷隅 47 45 -2 -4.3%
安房 25 16 -9 -36.0%
君津 25 28 3 12.0%
市原 30 35 5 16.7%
区中央部 332 354 22 6.6%
区南部 152 183 31 20.4%
区西南部 199 205 6 3.0%
区西部 256 271 15 5.9%
区西北部 231 259 28 12.1%
区東北部 136 137 1 0.7%
区東部 154 147 -7 -4.5%
西多摩 35 35 0 0.0%
南多摩 148 145 -3 -2.0%
北多摩西部 77 82 5 6.5%
北多摩南部 125 126 1 0.8%
北多摩北部 76 75 -1 -1.3%
島しょ 0 1 1 －
横浜北部 174 183 9 5.2%
横浜西部 119 115 -4 -3.4%
横浜南部 159 164 5 3.1%
川崎北部 96 93 -3 -3.1%
川崎南部 102 107 5 4.9%
横須賀・三浦 106 107 1 0.9%
湘南東部 67 70 3 4.5%
湘南西部 93 91 -2 -2.2%
県央 76 74 -2 -2.6%
相模原 105 110 5 4.8%
県西 51 49 -2 -3.9%
下越 25 26 1 4.0%
新潟 140 146 6 4.3%
県央 36 35 -1 -2.8%
中越 48 45 -3 -6.3%
魚沼 26 22 -4 -15.4%
上越 31 33 2 6.5%
佐渡 5 4 -1 -20.0%

東京都

神奈川県

新潟県

埼玉県

千葉県
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整形外科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

新川 20 20 0 0.0%
富山 112 110 -2 -1.8%
高岡 47 48 1 2.1%
砺波 19 21 2 10.5%
南加賀 34 35 1 2.9%
石川中央 141 146 5 3.5%
能登中部 17 18 1 5.9%
能登北部 10 9 -1 -10.0%
福井・坂井 82 82 0 0.0%
奥越 5 7 2 40.0%
丹南 20 25 5 25.0%
嶺南 23 22 -1 -4.3%
中北 82 89 7 8.5%
峡東 19 24 5 26.3%
峡南 8 7 -1 -12.5%
富士・東部 21 27 6 28.6%
佐久 31 32 1 3.2%
上小 25 25 0 0.0%
諏訪 23 24 1 4.3%
上伊那 17 15 -2 -11.8%
飯伊 19 18 -1 -5.3%
木曽 4 4 0 0.0%
松本 77 80 3 3.9%
大北 11 11 0 0.0%
長野 73 84 11 15.1%
北信 17 13 -4 -23.5%
岐阜 115 116 1 0.9%
西濃 41 42 1 2.4%
中濃 38 39 1 2.6%
東濃 39 40 1 2.6%
飛騨 20 21 1 5.0%
賀茂 9 6 -3 -33.3%
熱海伊東 14 20 6 42.9%
駿東田方 99 108 9 9.1%
富士 41 43 2 4.9%
静岡 93 97 4 4.3%
志太榛原 50 52 2 4.0%
中東遠 42 45 3 7.1%
西部 120 122 2 1.7%

岐阜県

静岡県

石川県

福井県

山梨県

長野県

富山県
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整形外科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

名古屋 334 338 4 1.2%
海部 22 42 20 90.9%
尾張中部 10 8 -2 -20.0%
尾張東部 71 82 11 15.5%
尾張西部 57 52 -5 -8.8%
尾張北部 70 74 4 5.7%
知多半島 58 60 2 3.4%
西三河北部 43 50 7 16.3%
西三河南部 107 104 -3 -2.8%
東三河北部 5 4 -1 -20.0%
東三河南部 85 84 -1 -1.2%
北勢 97 100 3 3.1%
中勢伊賀 94 89 -5 -5.3%
南勢志摩 68 71 3 4.4%
東紀州 9 6 -3 -33.3%
大津 59 59 0 0.0%
湖南 45 47 2 4.4%
甲賀 19 15 -4 -21.1%
東近江 26 22 -4 -15.4%
湖東 23 17 -6 -26.1%
湖北 22 21 -1 -4.5%
湖西 9 9 0 0.0%
丹後 13 16 3 23.1%
中丹 30 28 -2 -6.7%
南丹 23 23 0 0.0%
京都・乙訓 374 369 -5 -1.3%
山城北 56 62 6 10.7%
山城南 12 10 -2 -16.7%
豊能 181 181 0 0.0%
三島 98 115 17 17.3%
北河内 170 181 11 6.5%
中河内 116 109 -7 -6.0%
南河内 114 121 7 6.1%
堺市 127 121 -6 -4.7%
泉州 115 112 -3 -2.6%
大阪市 573 558 -15 -2.6%
神戸 293 294 1 0.3%
阪神南 192 189 -3 -1.6%
阪神北 90 92 2 2.2%
東播磨 100 101 1 1.0%
北播磨 46 41 -5 -10.9%
中播磨 73 81 8 11.0%
西播磨 47 44 -3 -6.4%
但馬 23 21 -2 -8.7%
丹波 19 16 -3 -15.8%
淡路 20 20 0 0.0%

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

愛知県

三重県
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整形外科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

奈良 61 70 9 14.8%
東和 52 48 -4 -7.7%
西和 43 49 6 14.0%
中和 72 69 -3 -4.2%
南和 18 16 -2 -11.1%
和歌山 101 111 10 9.9%
那賀 13 14 1 7.7%
橋本 15 18 3 20.0%
有田 12 11 -1 -8.3%
御坊 12 14 2 16.7%
田辺 20 18 -2 -10.0%
新宮 20 17 -3 -15.0%
東部 33 34 1 3.0%
中部 19 18 -1 -5.3%
西部 67 65 -2 -3.0%
松江 47 49 2 4.3%
雲南 7 8 1 14.3%
出雲 41 40 -1 -2.4%
大田 9 5 -4 -44.4%
浜田 20 15 -5 -25.0%
益田 14 15 1 7.1%
隠岐 2 2 0 0.0%
県南東部 170 177 7 4.1%
県南西部 105 104 -1 -1.0%
高梁・新見 11 12 1 9.1%
真庭 7 6 -1 -14.3%
津山・英田 21 19 -2 -9.5%
広島 257 252 -5 -1.9%
広島西 18 19 1 5.6%
呉 56 56 0 0.0%
広島中央 37 38 1 2.7%
尾三 44 46 2 4.5%
福山・府中 74 76 2 2.7%
備北 14 15 1 7.1%
岩国 19 20 1 5.3%
柳井 11 11 0 0.0%
周南 43 40 -3 -7.0%
山口・防府 52 49 -3 -5.8%
宇部・小野田 62 63 1 1.6%
下関 51 52 1 2.0%
長門 8 5 -3 -37.5%
萩 7 9 2 28.6%
東部Ⅰ 89 92 3 3.4%
東部Ⅱ 16 15 -1 -6.3%
南部Ⅰ 27 25 -2 -7.4%
南部Ⅱ 4 5 1 25.0%
西部Ⅰ 6 5 -1 -16.7%
西部Ⅱ 7 7 0 0.0%

岡山県

広島県

山口県

徳島県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県
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整形外科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

大川 15 14 -1 -6.7%
小豆 3 3 0 0.0%
高松 103 103 0 0.0%
中讃 56 60 4 7.1%
三豊 24 29 5 20.8%
宇摩 14 17 3 21.4%
新居浜・西条 41 34 -7 -17.1%
今治 22 23 1 4.5%
松山 128 143 15 11.7%
八幡浜・大洲 23 24 1 4.3%
宇和島 29 31 2 6.9%
安芸 7 5 -2 -28.6%
中央 138 140 2 1.4%
高幡 10 11 1 10.0%
幡多 17 15 -2 -11.8%
福岡・糸島 336 356 20 6.0%
粕屋 31 31 0 0.0%
宗像 19 16 -3 -15.8%
筑紫 46 58 12 26.1%
朝倉 8 10 2 25.0%
久留米 101 90 -11 -10.9%
八女・筑後 25 27 2 8.0%
有明 52 52 0 0.0%
飯塚 33 32 -1 -3.0%
直方・鞍手 15 11 -4 -26.7%
田川 16 16 0 0.0%
北九州 258 255 -3 -1.2%
京築 26 27 1 3.8%
中部 96 95 -1 -1.0%
東部 14 17 3 21.4%
北部 20 27 7 35.0%
西部 10 8 -2 -20.0%
南部 24 27 3 12.5%
長崎 130 136 6 4.6%
佐世保 48 42 -6 -12.5%
県央 50 49 -1 -2.0%
県南 19 22 3 15.8%
県北 8 9 1 12.5%
五島 6 6 0 0.0%
上五島 3 2 -1 -33.3%
壱岐 2 3 1 50.0%
対馬 5 5 0 0.0%

佐賀県

長崎県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県
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整形外科医師数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

熊本 179 174 -5 -2.8%
宇城 16 16 0 0.0%
有明 26 25 -1 -3.8%
鹿本 15 17 2 13.3%
菊池 28 31 3 10.7%
阿蘇 8 7 -1 -12.5%
上益城 12 13 1 8.3%
八代 23 26 3 13.0%
芦北 10 12 2 20.0%
球磨 17 15 -2 -11.8%
天草 16 20 4 25.0%
東部 43 45 2 4.7%
中部 94 99 5 5.3%
南部 12 11 -1 -8.3%
豊肥 12 10 -2 -16.7%
西部 10 10 0 0.0%
北部 28 26 -2 -7.1%
宮崎東諸県 106 107 1 0.9%
都城北諸県 24 27 3 12.5%
宮崎県北部 30 29 -1 -3.3%
日南串間 11 9 -2 -18.2%
西諸 15 15 0 0.0%
西都児湯 14 14 0 0.0%
日向入郷 16 17 1 6.3%
鹿児島 150 159 9 6.0%
南薩 31 33 2 6.5%
川薩 21 20 -1 -4.8%
出水 10 9 -1 -10.0%
姶良・伊佐 29 28 -1 -3.4%
曽於 7 7 0 0.0%
肝属 22 19 -3 -13.6%
熊毛 3 3 0 0.0%
奄美 10 11 1 10.0%
北部 10 11 1 10.0%
中部 45 45 0 0.0%
南部 131 134 3 2.3%
宮古 6 9 3 50.0%
八重山 5 4 -1 -20.0%

全国 18,870 19,273 403 2.1%
*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」
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6.6. 臨床研修医数 

臨床研修医数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

南渡島 32 45 13 40.6%
南檜山 3 2 -1 -33.3%
北渡島檜山 0 1 1 －
札幌 357 316 -41 -11.5%
後志 3 4 1 33.3%
南空知 4 6 2 50.0%
中空知 18 24 6 33.3%
北空知 3 2 -1 -33.3%
西胆振 36 19 -17 -47.2%
東胆振 10 18 8 80.0%
日高 1 0 -1 －
上川中部 69 67 -2 -2.9%
上川北部 10 12 2 20.0%
富良野 0 2 2 －
留萌 6 3 -3 -50.0%
宗谷 0 0 0 －
北網 32 27 -5 -15.6%
遠紋 8 3 -5 -62.5%
十勝 36 39 3 8.3%
釧路 14 12 -2 -14.3%
根室 0 0 0 －
津軽地域 28 15 -13 -46.4%
八戸地域 47 34 -13 -27.7%
青森地域 28 34 6 21.4%
西北五地域 2 0 -2 －
上十三地域 7 8 1 14.3%
下北地域 7 14 7 100.0%
盛岡 59 57 -2 -3.4%
岩手中部 11 11 0 0.0%
胆江 13 12 -1 -7.7%
両磐 16 12 -4 -25.0%
気仙 12 4 -8 -66.7%
釜石 3 5 2 66.7%
宮古 8 4 -4 -50.0%
久慈 11 10 -1 -9.1%
二戸 2 7 5 250.0%
仙南 18 11 -7 -38.9%
仙台 139 146 7 5.0%
大崎 26 29 3 11.5%
栗原 0 0 0 －
登米 0 0 0 －
石巻 14 17 3 21.4%
気仙沼 8 1 -7 -87.5%

北海道

青森県

岩手県

宮城県
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臨床研修医数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

大館・鹿角 1 5 4 400.0%
北秋田 0 0 0 －
能代・山本 0 3 3 －
秋田周辺 53 61 8 15.1%
由利本荘・にかほ 27 19 -8 -29.6%
大仙・仙北 15 0 -15 －
横手 16 21 5 31.3%
湯沢・雄勝 6 7 1 16.7%
村山 59 88 29 49.2%
最上 3 4 1 33.3%
置賜 11 15 4 36.4%
庄内 17 21 4 23.5%
県北 36 45 9 25.0%
県中 55 75 20 36.4%
県南 8 10 2 25.0%
会津 19 21 2 10.5%
南会津 0 0 0 －
相双 0 0 0 －
いわき 30 11 -19 -63.3%
水戸 45 36 -9 -20.0%
日立 15 21 6 40.0%
常陸太田・ひたちなか 10 9 -1 -10.0%
鹿行 7 0 -7 －
土浦 39 37 -2 -5.1%
つくば 77 78 1 1.3%
取手・竜ヶ崎 30 38 8 26.7%
筑西・下妻 2 1 -1 -50.0%
古河・坂東 7 13 6 85.7%
県北 8 8 0 0.0%
県西 6 3 -3 -50.0%
県東・央 17 22 5 29.4%
県南 193 207 14 7.3%
両毛 9 23 14 155.6%
前橋 120 90 -30 -25.0%
高崎・安中 8 15 7 87.5%
渋川 2 1 -1 -50.0%
藤岡 5 8 3 60.0%
富岡 11 8 -3 -27.3%
吾妻 0 1 1 －
沼田 8 6 -2 -25.0%
伊勢崎 21 23 2 9.5%
桐生 13 15 2 15.4%
太田・館林 9 3 -6 -66.7%

栃木県

群馬県

秋田県

山形県

福島県

茨城県
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臨床研修医数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

東部 78 68 -10 -12.8%
中央 144 168 24 16.7%
西部第一 130 124 -6 -4.6%
西部第二 57 75 18 31.6%
比企 1 2 1 100.0%
秩父 0 0 0 －
児玉 0 0 0 －
大里 3 10 7 233.3%
利根 0 1 1 －
千葉 114 104 -10 -8.8%
東葛南部 140 134 -6 -4.3%
東葛北部 137 110 -27 -19.7%
印旛 60 37 -23 -38.3%
香取海匝 51 50 -1 -2.0%
山武長生夷隅 2 0 -2 －
安房 25 35 10 40.0%
君津 18 19 1 5.6%
市原 31 20 -11 -35.5%
区中央部 596 739 143 24.0%
区南部 176 175 -1 -0.6%
区西南部 248 281 33 13.3%
区西部 430 438 8 1.9%
区西北部 197 234 37 18.8%
区東北部 61 60 -1 -1.6%
区東部 107 116 9 8.4%
西多摩 23 26 3 13.0%
南多摩 64 53 -11 -17.2%
北多摩西部 39 59 20 51.3%
北多摩南部 188 184 -4 -2.1%
北多摩北部 17 22 5 29.4%
島しょ 0 0 0 －
横浜北部 89 139 50 56.2%
横浜西部 86 86 0 0.0%
横浜南部 170 175 5 2.9%
川崎北部 129 102 -27 -20.9%
川崎南部 62 65 3 4.8%
横須賀・三浦 94 82 -12 -12.8%
湘南東部 93 87 -6 -6.5%
湘南西部 84 97 13 15.5%
県央 25 32 7 28.0%
相模原 155 163 8 5.2%
県西 21 30 9 42.9%
下越 10 13 3 30.0%
新潟 96 65 -31 -32.3%
県央 1 0 -1 －
中越 45 42 -3 -6.7%
魚沼 2 1 -1 -50.0%
上越 9 12 3 33.3%
佐渡 3 0 -3 －

東京都

神奈川県

新潟県

埼玉県

千葉県
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臨床研修医数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

新川 12 17 5 41.7%
富山 75 66 -9 -12.0%
高岡 17 14 -3 -17.6%
砺波 12 6 -6 -50.0%
南加賀 3 7 4 133.3%
石川中央 98 139 41 41.8%
能登中部 9 9 0 0.0%
能登北部 0 0 0 －
福井・坂井 76 93 17 22.4%
奥越 0 0 0 －
丹南 0 0 0 －
嶺南 5 10 5 100.0%
中北 79 88 9 11.4%
峡東 0 0 0 －
峡南 0 0 0 －
富士・東部 0 4 4 －
佐久 40 37 -3 -7.5%
上小 2 1 -1 -50.0%
諏訪 25 24 -1 -4.0%
上伊那 5 3 -2 -40.0%
飯伊 15 14 -1 -6.7%
木曽 4 1 -3 -75.0%
松本 71 79 8 11.3%
大北 6 3 -3 -50.0%
長野 39 49 10 25.6%
北信 11 6 -5 -45.5%
岐阜 89 104 15 16.9%
西濃 28 30 2 7.1%
中濃 19 24 5 26.3%
東濃 37 34 -3 -8.1%
飛騨 10 11 1 10.0%
賀茂 0 0 0 －
熱海伊東 18 18 0 0.0%
駿東田方 60 53 -7 -11.7%
富士 8 9 1 12.5%
静岡 81 81 0 0.0%
志太榛原 45 34 -11 -24.4%
中東遠 24 19 -5 -20.8%
西部 114 117 3 2.6%

岐阜県
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臨床研修医数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

名古屋 397 361 -36 -9.1%
海部 35 34 -1 -2.9%
尾張中部 0 0 0 －
尾張東部 149 136 -13 -8.7%
尾張西部 39 41 2 5.1%
尾張北部 63 51 -12 -19.0%
知多半島 26 21 -5 -19.2%
西三河北部 53 49 -4 -7.5%
西三河南部 104 107 3 2.9%
東三河北部 0 0 0 －
東三河南部 73 59 -14 -19.2%
北勢 67 82 15 22.4%
中勢伊賀 14 20 6 42.9%
南勢志摩 34 46 12 35.3%
東紀州 0 1 1 －
大津 89 111 22 24.7%
湖南 24 29 5 20.8%
甲賀 0 6 6 －
東近江 10 14 4 40.0%
湖東 9 1 -8 -88.9%
湖北 20 21 1 5.0%
湖西 2 1 -1 -50.0%
丹後 11 10 -1 -9.1%
中丹 18 18 0 0.0%
南丹 8 14 6 75.0%
京都・乙訓 399 363 -36 -9.0%
山城北 27 24 -3 -11.1%
山城南 2 3 1 50.0%
豊能 171 162 -9 -5.3%
三島 118 120 2 1.7%
北河内 131 125 -6 -4.6%
中河内 59 56 -3 -5.1%
南河内 112 98 -14 -12.5%
堺市 63 62 -1 -1.6%
泉州 74 59 -15 -20.3%
大阪市 476 477 1 0.2%
神戸 293 250 -43 -14.7%
阪神南 138 146 8 5.8%
阪神北 39 33 -6 -15.4%
東播磨 42 33 -9 -21.4%
北播磨 16 20 4 25.0%
中播磨 49 55 6 12.2%
西播磨 16 15 -1 -6.3%
但馬 20 15 -5 -25.0%
丹波 6 6 0 0.0%
淡路 15 16 1 6.7%

滋賀県
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三重県
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臨床研修医数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

奈良 33 22 -11 -33.3%
東和 34 28 -6 -17.6%
西和 12 10 -2 -16.7%
中和 32 91 59 184.4%
南和 0 0 0 －
和歌山 110 128 18 16.4%
那賀 0 0 0 －
橋本 0 0 0 －
有田 0 0 0 －
御坊 0 3 3 －
田辺 10 13 3 30.0%
新宮 2 2 0 0.0%
東部 20 18 -2 -10.0%
中部 5 0 -5 －
西部 45 38 -7 -15.6%
松江 28 21 -7 -25.0%
雲南 0 0 0 －
出雲 70 63 -7 -10.0%
大田 0 2 2 －
浜田 1 5 4 400.0%
益田 0 1 1 －
隠岐 0 0 0 －
県南東部 119 122 3 2.5%
県南西部 60 82 22 36.7%
高梁・新見 0 0 0 －
真庭 0 0 0 －
津山・英田 14 23 9 64.3%
広島 139 169 30 21.6%
広島西 13 16 3 23.1%
呉 61 49 -12 -19.7%
広島中央 4 5 1 25.0%
尾三 15 15 0 0.0%
福山・府中 22 23 1 4.5%
備北 5 4 -1 -20.0%
岩国 13 6 -7 -53.8%
柳井 2 1 -1 -50.0%
周南 12 13 1 8.3%
山口・防府 16 26 10 62.5%
宇部・小野田 51 34 -17 -33.3%
下関 35 47 12 34.3%
長門 0 0 0 －
萩 0 0 0 －
東部Ⅰ 57 62 5 8.8%
東部Ⅱ 2 0 -2 －
南部Ⅰ 21 20 -1 -4.8%
南部Ⅱ 0 0 0 －
西部Ⅰ 0 0 0 －
西部Ⅱ 0 0 0 －

岡山県

広島県
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徳島県
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島根県
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臨床研修医数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

大川 3 2 -1 -33.3%
小豆 0 1 1 －
高松 55 85 30 54.5%
中讃 23 24 1 4.3%
三豊 10 6 -4 -40.0%
宇摩 1 2 1 100.0%
新居浜・西条 4 4 0 0.0%
今治 4 1 -3 -75.0%
松山 106 126 20 18.9%
八幡浜・大洲 3 2 -1 -33.3%
宇和島 6 8 2 33.3%
安芸 0 0 0 －
中央 72 76 4 5.6%
高幡 0 0 0 －
幡多 1 5 4 400.0%
福岡・糸島 408 367 -41 -10.0%
粕屋 0 13 13 －
宗像 10 8 -2 -20.0%
筑紫 63 51 -12 -19.0%
朝倉 1 0 -1 －
久留米 179 159 -20 -11.2%
八女・筑後 8 11 3 37.5%
有明 21 12 -9 -42.9%
飯塚 29 32 3 10.3%
直方・鞍手 0 0 0 －
田川 3 1 -2 -66.7%
北九州 175 174 -1 -0.6%
京築 12 7 -5 -41.7%
中部 87 94 7 8.0%
東部 0 1 1 －
北部 5 5 0 0.0%
西部 0 0 0 －
南部 7 5 -2 -28.6%
長崎 94 75 -19 -20.2%
佐世保 29 27 -2 -6.9%
県央 50 44 -6 -12.0%
県南 1 1 0 0.0%
県北 1 1 0 0.0%
五島 2 2 0 0.0%
上五島 0 0 0 －
壱岐 0 0 0 －
対馬 0 0 0 －

佐賀県
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臨床研修医数（医療施設に従事する医師） （人）

都道府県 二次医療圏 2006年 2008年 増減数 増減率

熊本 154 154 0 0.0%
宇城 0 0 0 －
有明 6 3 -3 -50.0%
鹿本 0 1 1 －
菊池 2 2 0 0.0%
阿蘇 0 0 0 －
上益城 0 1 1 －
八代 6 4 -2 -33.3%
芦北 2 2 0 0.0%
球磨 5 8 3 60.0%
天草 4 0 -4 －
東部 8 10 2 25.0%
中部 72 105 33 45.8%
南部 1 2 1 100.0%
豊肥 0 0 0 －
西部 0 0 0 －
北部 6 4 -2 -33.3%
宮崎東諸県 60 75 15 25.0%
都城北諸県 3 1 -2 -66.7%
宮崎県北部 1 3 2 200.0%
日南串間 0 4 4 －
西諸 0 0 0 －
西都児湯 0 0 0 －
日向入郷 1 0 -1 －
鹿児島 142 85 -57 -40.1%
南薩 2 1 -1 -50.0%
川薩 2 3 1 50.0%
出水 1 0 -1 －
姶良・伊佐 4 6 2 50.0%
曽於 0 0 0 －
肝属 10 3 -7 -70.0%
熊毛 0 1 1 －
奄美 5 5 0 0.0%
北部 12 14 2 16.7%
中部 121 74 -47 -38.8%
南部 156 165 9 5.8%
宮古 2 1 -1 -50.0%
八重山 0 0 0 －

全国 14,402 14,546 144 1.0%
*出所：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」
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